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シリンダゲージ Innenmessgerät
安全に関するご注意
商品のご使用にあたっては記載の仕様・機能・使用上の注意に従ってご使用ください。

それ以外でご使用になりますと安全性を損なうおそれがあります。

海外移転に関するご注意
本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規制対象品です。

本製品やその技術を海外移転する場合は、事前に弊社にご相談ください。

1.使用環境
重要
• 直射日光のあたる場所、極端に暑い所、寒い所での使用、保管は避けてください。
 使用範囲：温度 0〜 40℃、湿度 30〜 70％
 保存範囲：温度 – 10〜 50℃、湿度 30〜 70％
• 急激な温度変化を避けてください。結露して性能に悪影響を及ぼすことがあります。
• 塵埃や油、オイルミストの少ない場所で使用してください。

2.使用上の注意
重要
• シリンダゲージに衝撃や、過度の力を加えないでください。また、測定子やガイドの急激な作動は避けてください。
• 誤って落下させてしまった場合には、精度と作動を確認してください。
• シリンダゲージと基準器及び被測定物を十分温度に慣らしてから基点調整、及び測定をしてください。
• 定期校正や精密な測定が要求される場合には、体温の影響による指示値の変化を軽減させるために、厚手の手袋
をご着用ください。

• 使用後は、本体、アンビル、換えワッシャなどの清掃・防錆処置をしてください。清掃が不十分ですと精度や作
動が悪化することがあります。

注記
• 指示器が付属しない機種があります。
• 防水タイプダイヤルゲージなど、ゴムジャバラが付いた指示器は使用できません。

3.各部の名称
1.クランプホルダ 2. ダイヤルホルダ 3. グリップ  4. パイプ（外筒） 5. ヘッド 
6. ガイドストッパーネジ　又は　コンタクトロッドホルダ  7.測定子（コンタクトロッド） 
8.ガイド（案内板） 9. 換えワッシャ 10.アンビル（換えロッド）  
11. サポーティングナット
*測定範囲が 10 mm（ .4”）までの機種にはガイドがありません。

4.使用方法
シリンダゲージは比較測定器です。単体では測定器としての機能、性能を発揮できません。ご使用の際、ダイヤル

ゲージなどの指示器とセットリングやマイクロメータなどの基準器が必要です。

4-1．指示器の取付けなど
1) クランプホルダのねじを緩め、指示器をダイヤルホルダに差し込みます。
 指示器が指し示す値を確認しながらゆっくりと差し込み、クランプホルダのねじを締めて指示器を固定します。 
 クランプホルダのねじの頭部の溝にコインなどを入れて回すと強く締めることができます。

2) ダイヤル保護カバー（機種によってはオプション）を必要に応じ取り付けます。（図 4-1-1）
3） 測定範囲が 160 mm （6.5”）を超える機種は、ガイドの向きを切り替える必要があります。ガイドを軽く突き
当たる位置まで押し込み、そこから 90°時計回りに回転させます。手を離すとガイドが元の位置に復帰し測定
可能な状態になります。（図 4-1-2）

注記
• 使用する前にヘッドやねじなどが緩んでいないことを確認してください。
• 破損する恐れがあるため、クランプホルダを締め上げた状態で指示器を抜き差ししたり、回転させたりしないで
ください。

• ダイヤルホルダの指示器挿入穴を誤って変形させてしまった場合、ミリ仕様はφ 8 mm、インチ仕様はφ 9.53mm
の棒を差し込んで矯正してください。

• 指示器やダイヤルホルダの内側、クランプホルダのねじなどが汚れていると指示器がしっかりと固定できないこ
とがあるため、取り付ける前に清掃してください。

4-2．寸法設定
アンビル、換えワッシャ、サブアンビルの取り付け、またはマイクロメータヘッドの調整により測定する寸法を設

定します。

測定子の可動範囲 Sと有効測定範囲 Rはそれぞれ図 4-2-1のようになります。
有効測定範囲 Rの中心を Poとしたとき、アンビル先端から Poまでの長さを呼び寸法 Lとします。
測定する寸法の中央値を呼び寸法 Lに設定することをお勧めします。
例えば、測定する寸法が 100± 0.05の場合には Lを 100に設定します。また、100.5 +0.02/-0.08のような場合には Lを
100.47に設定するのが理想ですが、マイクロメータヘッド付きの機種以外では 0.01 mm単位での設定ができない
ため、設定可能な中で最も中央値に近い 100.5に設定します。
• アンビル、換えワッシャ、サブアンビルによる寸法設定
測定する寸法に合わせてアンビルや換えワッシャなどを選定し、緩みやがたつきがないように確実に取り付けま

す。換えワッシャ、サブアンビルを複数取り付ける場合は、それぞれの数が最小となるようにしてください。（図

4-2-2）
•マイクロメータヘッドによる寸法設定 
マイクロメータヘッド付きの機種は、マイクロメータヘッドの調整により寸法を設定します。マイクロメータヘッ

ドのみで調整範囲が不足する場合にはサブアンビルを併用してください。調整後はマイクロメータヘッドをクラ

ンプしてください。（図 4-2-3）

4-3．基点調整
基点調整には、基準器が必要です。

• セットリング、円筒マスターゲージによる基点調整
基準器となるセットリングまたは円筒マスターゲージにシリンダゲージを差し込み、シリンダゲージを揺動させ

て測定子が最も押し込まれた点をゼロまたはプリセット値に合わせます。（指示器がダイヤルゲージの場合は目

盛板を回転させます。デジマチックインジケータの場合はプリセットまたはゼロセットします）

• 外側マイクロメータによる基点調整
1)ゲージブロックを使用する場合
マイクロメータに基準となる寸法のゲージブロックを挟みます。マイクロメータをクランプしてからゲージブ

ロックを抜き取ります。マイクロメータの測定面の間にシリンダゲージを差し込んで揺動させ、測定子が最も押

し込まれた点をゼロまたはプリセット値に合わせます。

2)ゲージブロックを使用しない場合
マイクロメータのヘッド側（スピンドル側）を下向きにして縦姿勢で固定し、測定面間を基準となる寸法に調整

します。このとき、マイクロメータはクランプしないでください。マイクロメータの測定面の間にシリンダゲー

ジを差し込んで揺動させ、測定子が最も押し込まれた点をゼロまたはプリセット値に合わせます。（図 4-3）
マイクロメータによる基点調整は、ガイドによる求心作用が得られないため、ある程度の熟練が必要です。ゲー

ジブロック、ハイトマスタ、シリンダゲージゼロチェッカでも外側マイクロメータと同様の方法で基点調整が可

能です。

注記
• 基準器の汚れは誤差の要因となりますので、基点調整をする前に清掃してください。
• アンビルをサポーティングナットによって固定する機種を除き、アンビルやマイクロメータヘッドを着脱する際
は、付属するスパナを使用してください。

• 測定する寸法の設定後や測定開始前には必ず基点調整をしてください。連続で測定する場合でも、できる限り頻
繁に基点調整をしてください。

4-4．測定
1) 被測定物ににシリンダゲージを差し込みます。
2) シリンダゲージを揺動させます。 (図 4-4) 
3) 値を読み取ります。指示器がダイヤルゲージの場合、指針が最も大きく振れた点を読み取ります。
4) 読み取った値と基準器の寸法を比較し、測定値を導きます。

注記
• 被測定物の汚れは誤差の要因となりますので、測定前に清掃してください。
• 被測定物へは測定子・ガイド側を先に差し込んでください。その後、ガイドを被測定物に押し付けながらアンビ
ル側を差し込んでください。

5.継足ロッド（特別付属品）について
標準のシリンダゲージでは測定できない深い穴を測定する場合には、継足ロッドを接続して測定深さを延長するこ

とができます。（標準形、短脚形、マイクロメータヘッド付き、浅穴形のみ）

継足ロッド取り付け方法  (図 5)
1) 継足ロッドに付属しているスパナでパイプを固定し、ヘッドを反時計回りに回転させ取り外します。
2) 継足ロッドをパイプにねじ込みます。
3） ヘッドを継足ロッドにねじ込みます。

注記
• 継足ロッドは 2本以上接続しないでください。
• 500㎜以上の継足ロッドを接続した場合は垂直姿勢で使用してください。
• 継足ロッドを接続するとたわみなどの影響により、精度が変化することがありますのでご注意ください。
 精度への影響を軽減させるために、測定するのと同じ姿勢で基点調整することをお勧めします。
• ねじ部は緩みの無いよう確実に締めてください。固定が確実でない場合、破損や精度・作動不良の原因となっ
たり、部品落下によりケガをしたりする可能性があります。

6.保守点検・修理
• 外部の汚れは、柔らかく乾いた布か中性洗剤またはアルコールを少量含ませた布で拭き取ってください。
 樹脂部品には他の有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を使用しないでください。
• ヘッド内部が汚れた場合、ヘッドを分解して洗浄してください。ただし、小口径形は分解できませんので、ヘッ
ドをアルコールに浸漬させて洗浄してください。

• ヘッドの分解手順
市販のスナップリングプライヤや小型のモンキレンチを用いてガイドストッパーネジまたはコンタクトロッドホ

ルダを反時計回りに回すと分解できます。（図 6）
ガイドストッパーネジの穴径：測定範囲 35mm以下の機種φ 1mm、その他φ 1.5mm
コンタクトロッドホルダの二面幅：4.2mm

• 測定範囲が 160mm(6.5”)を超える機種にはガイドの回り止めのボールとばねが内蔵されており、ガイドを取り
外す際にボールが飛び出す恐れがあるのでご注意ください。

注記
• パイプからヘッドを外して再度取り付ける場合は、傷の付きにくいプライヤーなどでパイプを保持し、ヘッド
を確実に締め付けてください。

• 長期間使用しない場合には清掃・防錆処置をし、結露しない場所に保管してください。再度使用する際は、シ
リンダゲージ及び指示器の精度、作動を確認してください。

• シリンダゲージの性能は、使用状況や保存状態に大きく左右されます。お客様での使用頻度・環境・保管方法
などを考慮した上で社内規格などに周期を定め、定期的に点検することをお勧めします。

• 弊社以外で修理した場合の性能は弊社の保証外となります。

Sicherheitsmaßnahmen
Aus Sicherheitsgründen bei Benutzung dieses Geräts die in der Bedienungsanleitung angegebenen Anleitungen befolgen und die  
technischen Daten beachten. 

Hinweise zu Exportbestimmungen
Sie verpflichten sich, keine Handlungen auszuführen, die, direkt oder indirekt, gegen irgendein Gesetz der USA, Japans oder Ihres Landes oder 
gegen sonstige internationale Verträge in Bezug auf Export oder Re-Export von Wirtschaftsgütern verstoßen.

1. Betriebsumgebung
WICHTIG
• 	 Das Gerät darf nicht an Orten eingesetzt bzw. gelagert werden, an denen es direkter Sonneneinstrahlung oder extrem hohen oder niedrigen 

Temperaturen ausgesetzt ist.
	 Betriebsbereich: Temperatur: 0 bis 40°C, Luftfeuchtigkeit: 30 bis 70%
	 Lagerungsbedingungen: Temperatur: -10 bis 50°C, Luftfeuchtigkeit: 30 bis 70%
• 	 Das Messgerät nicht an Orten mit starken Temperaturschwankungen einsetzen. Kondensation kann sich ungünstig auf die Leistungs-

fähigkeit des Geräts auswirken.
• 	 Gerät nur an Orten verwenden, an denen so wenig Staub, Öl und Ölnebel wie möglich vorhanden ist.

2. Vorsichtsmaßnahmen während des Betriebs
WICHTIG
• 	 Das Messgerät darf keinerlei Stößen und Erschütterungen ausgesetzt werden. Vermeiden Sie beim Einsatz des Innenmessgeräts 

plötzliche, ruckartige Bewegungen.
• 	 Sollte dieses Produkt versehentlich fallen gelassen werden, sind danach Genauigkeit und korrekte Funktionsweise zu überprüfen.
• 	 Einstellmaß und Messgegenstand bereit halten. Das Innenmessgerät nur an Orten mit möglichst geringen Temperaturschwankungen 

verwenden.
• 	 Halten Sie das Messgerät während der Messung nicht am äußeren Zylinder fest. Ist eine regelmäßig durchzuführende Kalibrierung fällig 

oder eine Präzisionsmessung erforderlich, Handschuhe tragen, um den Einfluss der Körpertemperatur auf den Messwert so gering wie 
möglich zu halten.

• 	 Nach dem Einsatz Haupteinheit, Amboss und austauschbare Unterlegscheiben etc. reinigen und Korrosionsschutzöl auftragen. 
Andernfalls können Genauigkeit und Funktionsfähigkeit des Messgeräts beeinträchtigt werden.

HINWEIS
• 	 Bei einigen Modellen gehört die Anzeige u.U. nicht zum Standardzubehör.
• 	 Mit Gummifaltenbalgen versehene Anzeigevorrichtungen wie z.B. wasserdichte Messuhren können nicht verwendet werden.

3. Teilebezeichnungen 
1. Klemmhalter		 2. Messuhr-Aufnahme	 3. Haltegriff		  4. Schaft  (Äußerer Zylinder)	 5. Messkopf	
6. Führung des Messbolzens	 7. Messbolzen		  8. Zentrierbrücke	 9. Austauschbare Unterlegscheibe	  
10. Auswechselbarer Messbolzen		  11. Haltemutter
*  Modelle mit Messbereichen von 10 mm oder darunter haben keine Zentrierbrücke.

4. Funktion
Das Innenmessgerät ist ein Vergleichsmessgerät. Bei Verwendung eines Innenmessgeräts wird eine Anzeige, z. B. eine Messuhr, sowie ein 
Bezugsmaß, z. B. ein Einstellring oder eine Messschraube benötigt.

4-1. Anbringen der Messuhr
1)	 Die Klemmhalterschraube lösen und dann die Messuhr in die Aufnahme einsetzen.
	 Die Messuhr langsam einführen, dabei den angezeigten Wert beobachten. Dann die Klemmhalterschraube anziehen, um die Messuhr sicher 

zu befestigen. 
	 Um die Klemmhalterschraube weiter anzuziehen, eine Münze oder einen anderen flachen Gegenstand in die Nut am Schraubenkopf einsetzen 

und drehen.
2)	 Bei Bedarf eine Messuhrschutzabdeckung (bei einigen Modellen Sonderzubehör) anbringen (siehe Abbildung 4-1-1).
3)	 Ist der Messbereich größer als 160 mm, muss die Zentrierbrücke der Haupteinheit gedreht werden. Die Brücke bis zum Anschlag 

schieben und dann um 90° in Uhrzeigerrichtung drehen. Nach der Freigabe kehrt die Brücke zur Ausgangsposition zurück und nun sind Mes-
sungen möglich. (Abbildung 4-1-2).

HINWEIS
• 	 Vor dem Geräteeinsatz Messkopf und Schrauben auf sichere Befestigung prüfen.
• 	 Die Anzeige nicht mit angezogener Klemmeinrichtung drehen oder ausbauen. Dadurch könnten das Innenmessgerät oder die Anzeige 

beschädigt werden.
• 	 Bei versehentlicher Verformung der Aufnahme für die Messuhr kann dies durch Einsetzen eines Dorns mit 8 mm Durchmesser (bei mm-

Spezifikation) bzw. mit 9,53 mm Durchmesser (bei Zoll-Spezifikation) korrigiert werden.
• 	 Sind die Messuhr, das Innere der Aufnahme, die Klemmhalterschraube etc. verschmutzt, sitzt die Messuhr u.U. zu locker und nicht si-

cher. Vor dem Anbringen der Messuhr müssen diese Elemente stets gereinigt werden.

4-2. Maßeinstellungen
Die zu messende Abmessung durch entsprechendes Anbringen des Ambosses, der austauschbaren Unterlegscheibe und der Verlängerung 
bzw. durch entsprechendes Justieren der Einbaumessschraube einstellen.
Die Spanne des Kontaktpunktes (S) und der effektive Messbereich (R) sind unten dargestellt (Abb. 4-2-1).
Wird die Mitte des effektiven Messbereichs als Po bezeichnet, entspricht der Abstand zwischen Ambossendfläche und Punkt Po dem 
Nennmaß L.
Es wird empfohlen, den Mittelwert des gesamten Toleranzbereichs für L einzustellen.
Beträgt die Messlänge z.B. 100±0.05, dann ist für L = 100 einzustellen. Wenn die gemessene Abmessung 100,5+0.02/-0.08 beträgt, sollte der 
Wert L idealerweise auf 100,47 eingestellt werden. Bei Messgerätemodellen ohne Einbaumessschraube ist es jedoch unzulässig, L in Einheiten 
von 0,01 mm (Wert mit zwei Nachkommastellen) einzustellen. L sollte hier auf 100,5 eingestellt werden. Dies ist der einstellbare Wert, der 
dem Mittenwert am nächsten kommt.

• 	Maß mit Amboss, austauschbarer Unterlegscheibe und Verlängerung einstellen
Messkopf, austauschbare Unterlegscheibe u.ä. entsprechend der gemessenen Abmessung auswählen. Dann diese Elemente sicher und fest 
anbringen, um Lockerung und Spiel zu vermeiden. Setzen Sie stets nur so viele Unterlegscheiben und Verlängerungen ein wie nötig, d. h. so 
wenige wie möglich. (Abbildung 4-2-2)

• 	Einstellen des Messbereichs durch Verstellen der Einbaumessschraube 
Bei Modellen mit Einbaumessschraube das zu messende Maß durch entsprechendes Justieren einstellen. Reicht der durch die Einbaumess-
schraube vorgegebene Einstellbereich allein nicht aus, verwenden Sie eine Verlängerung. Die Einbaumessschraube nach dem Justieren 
feststellen. (Abbildung 4-2-3)

4-3. Referenzpunkt-Einstellung
Für die Referenzpunkt-Einstellung wird ein Bezugsmaß benötigt.
• 	Referenzpunkt-Einstellung mit Einstellring oder Prüfzylinder

Das Innenmessgerät in den Einstellring oder den Prüfzylinder einsetzen. Innenmessgerät senkrecht und waagerecht schwenken, um den klein-
sten Durchmesser zu erfassen. Diesen Punkt als Nullpunkt oder Voreinstellwert einstellen. (Dazu das Ziffernblatt der Messuhr drehen bzw. an 
der Digimatic Messuhr die Voreinstellung oder Nullpunkeinstellung vornehmen.)

• 	Referenzpunkt-Einstellung mit Bügelmessschraube
1) Einstellung mit Parallelendmaß

Ein Parallelendmaß als Bezugsmaß zwischen den Messflächen einklemmen. Die Bügelmessschraube feststellen und dann das Parallelendmaß 
herausziehen. Das Innenmessgerät zwischen den Messflächen der Bügelmessschraube einsetzen. Innenmessgerät senkrecht und waagerecht 
schwenken, um den kleinsten Durchmesser zu erfassen. Diesen Punkt als Nullpunkt oder Voreinstellwert einstellen.

2) Einstellung ohne Parallelendmaß
Die Bügelmessschraube in senkrechter Ausrichtung mit der Spindelseite nach unten befestigen. Dann den Abstand zwischen den Messflächen 
auf das Referenzmaß einstellen. Zu diesem Zeitpunkt die Bügelmessschraube noch nicht feststellen. Innenmessgerät senkrecht und 
waagerecht schwenken, um den kleinsten Durchmesser zu erfassen. Diesen Punkt als Nullpunkt oder Voreinstellwert einstellen. (Abb. 4-3)
Für diese Einstellarbeit ist einiges Geschick erforderlich, da das Gerät beim Einstellen mit einer Bügelmessschraube keine automatische 
Zentrierung über eine Zentrier-brücke wie in einem Einstellring erfährt. Parallelendmaß, Höhennormal und Einstellgerät für Innenmessgeräte 
sind zum Einstellen des Referenzpunkts ebenfalls zulässig. Die Vorgehensweise ist die gleiche wie mit Bügelmessschraube.

HINWEIS
•	 Einstellmaß vor der Referenzpunkt-Einstellung stets reinigen, um Messfehler zu vermeiden.
• 	 Amboss und Einbaumessschraube dürfen nur mit dem mitgelieferten Schraubenschlüssel aus-/eingebaut werden. Hiervon 

ausgenommen sind Modelle, bei denen der Amboss mit der Haltemutter befestigt wird.
•	 Die Referenzpunkt-Einstellung stets erst nach der Einstellung der Länge, aber vor Beginn der Messung ausführen. Auch wenn 

kontinuierliche Messvorgänge durchgeführt werden, muss die Referenzpunkt-Einstellung so häufig wie möglich ausgeführt werden.

4-4. Messung
1)	 Innenmessgerät in das zu messende Werkstück einsetzen. 
2) 	 Innenmessgerät senkrecht und waagerecht schwenken. (Abb. 4-4)
3) 	 Den Messwert ablesen. Wird eine Messuhr als Anzeige verwendet, den angezeigten maximalen Wert ablesen.
4) 	 Den Anzeigewert mit dem Einstellmaß vergleichen, um den Messwert zu ermitteln.

HINWEIS
• 	 Werkstück vor Beginn der Messung stets reinigen, um Messfehler zu vermeiden.
• 	 Zunächst die Messeinsatz-/Führungsseite des Innenmessgeräts in das Werkstück einführen. Dann die Messbolzenseite einführen; dazu 

die Führung auf das Werkstück drücken.

5. Hinweise zur Verlängerung (optionales Zubehör)
Die Messtiefe kann unter Verwendung der Verlängerung vergrößert werden, um tiefe Bohrungen messen zu können (Nur erhältlich für das 
Standardmodell, das Modell mit kurzem Fuß, das Modell mit Einbaumessschraube und das Modell für Sacklochbohrungen.)
Anbringen der Verlängerung  (Abbildung 5)
1)	 Den Schaft mithilfe des mit gelieferten Schraubenschlüssels festhalten und den Kopf entgegen der Uhrzeigerrichtung abschrauben.
2) 	 Die Verlängerungsstange in den Schaft einschrauben.
3) 	 Den Messkopf in die Verlängerung einschrauben.

HINWEIS
• 	 Es dürfen nicht mehrere Verlängerungsstangen angebracht werden.
• 	 Bei Verwendung einer Verlängerung mit einer Länge von 500 mm oder mehr die Messung senkrecht vornehmen.
• 	 Bei Verwendung einer Verlängerung kann die Genauigkeit durch Stangendurchbiegung o.ä. beeinträchtigt werden. 
 Zur Reduzierung der negativen Auswirkungen auf die Messgenauigkeit wird empfohlen, die Referenzpunkt-Einstellung auszuführen, 

wenn das Innenmessgerät exakt in der gleichen Ausrichtung angebracht ist wie für die durchzuführende Messung.
• 	 Das Gewindeteil festziehen, so dass es sich nicht lösen kann. Ist es nicht sicher fixiert, kann es zu Bruch, Messabweichung 

oder Fehlfunktionen kommen oder das Gewindeteil kann herabfallen, wodurch Verletzungen verursacht werden können.

6. Wartung, Inspektion, Instandhaltung und Reparatur
• 	Bei Verunreinigungen Außenflächen mit einem sauberen Tuch abwischen, das mit einem neutralen Reinigungsmittel oder Reinigung-

salkohol getränkt ist. 
	 Auf keinen Fall andere organische Lösungsmittel (wie z.B. Verdünner oder Benzin) zum Reinigen von Kunststoffteilen verwenden.
• 	Sind die Innenflächen des Kopfs verschmutzt, den Kopf zerlegen und sein Inneres säubern. Dern Kopf mit kleinen Bohrungen mit einem leicht 

in Alkohol getränkten Lappen abwischen, da er nicht zerlegt werden kann. 
• 	Vorgehensweise zum Zerlegen des Kopfs
	 Zum Zerlegen des Kopfs die Führung des Messbolzens bzw. die Messkopfaufnahme mithilfe einer handelsüblichen Seegerringzange oder 

eines verstellbaren Sechskantschlüssels entgegen der Uhrzeigerrichtung drehen. (Abb. 6)
	 Bohrungsdurchmesser an der Führung des Messbolzens: φ1mm für Modelle mit Messbereich bis 35 mm bzw. φ1.5mm für die anderen 

Modelle
	 Breite zwischen 2 Flächen an der Messkopfaufnahme: 4,2 mm
• 	Die Führung ist bei Modellen mit einem Messbereich von über 160 mm mit einer eingebauten Drehanschlageinheit bestehend aus Kugel und 

Feder ausgerüstet. Achten Sie darauf, dass die Kugel beim Ausbauen der Führung nicht herausspringt.

HINWEIS
• 	Wird der Kopf nach dem Abtrennen vom Schaft wieder angebracht, muss er sicher befestigt werden. Schaft dabei mit einer Zange 

festhalten (ggf. mit einem Tuch vor Kratzern schützen).
• 	Wird das Messgerät für längere Zeit nicht benötigt, muss es einer Korrosionsschutzbehandlung unterzogen und an einem Ort ohne 

Kondenswasserbildung gelagert werden. Bevor das Messinstrument nach längerer Nichtverwendung wieder eingesetzt wird, Genauigkeit 
und korrekte Funktion von Innenmessgerät und Messuhr zu überprüfen.  

• 	Die Leistungsfähigkeit dieses Produkts hängt in starkem Maße von den Einsatz- und Lagerungsbedingungen ab. Es wird empfohlen, 
in Wartungs- und Arbeitsplänen o. Ä. Inspektionsintervalle festzusetzen, bei denen Einsatzhäufigkeit, Umgebungsbedingungen, Lager-
ungsart und weitere Faktoren berücksichtigt werden, und das Produkt regelmäßig zu überprüfen.

• 	Mitutoyo übernimmt keinerlei Garantie, falls ein Dritter Reparaturen am Produkt vornimmt.

Medidor de orificios Vérificateur d’alésage

Precauciones de seguridad
Para garantizar la seguridad del operador, utilice el instrumento de acuerdo con las directrices y especificaciones proporcionadas  
en este Manual de Usuario.

Nota sobre ley de exportación
Usted debe de aceptar no cometer acto que, directa o indirectamente, viole cualquier ley o regulación de Japón o su país, o cualquier otro 
tratado internacional, relacionado con exportación o re-exportación de cualquier producto.

1. Entornos para la operación
IMPORTANTE
• 	 Evite usar o almacenar este instrumento en lugares expuestos a la luz directa del sol y a temperaturas muy altas o muy bajas.
	 Intervalo de trabajo: Temperatura; 0 a 40°C, Humedad; 30 a 70% 
	 Intervalo de almacenamiento: Temperatura; -10 a 50°C, Humedad; 30 a 70% 
• 	 Evite el uso del instrumento cerca de grandes fluctuaciones de temperatura. La condensación podría afectar negativamente al 

rendimiento.
• 	 Utilice este instrumento en lugares con el mínimo polvo, aceite y niebla aceitosa posibles.

2. Precaución en el uso
IMPORTANTE
• 	 No golpee el instrumento ni permita que sea golpeado. Evite también accionar bruscamente la barra de contacto y la guía.
• 	 Si se le cae el producto por un fallo, comprube su precisión y su funcionamiento.
• 	 Lleve a cabo una suficiente estabilización térmica del instrumento, un patrón y objeto a medir antes de comenzar la medición. Utilice el 

intrumento en un lugar sujeto a las mínimas fluctuaciones térmicas posibles.
• 	 No utilice el instrumento mientras sujeta el tubo. 
• 	 Después de usarlo, limpie la unidad principal, el tope, las arandelas de recambio, etc. y aplique un agente anticorrosivo en los mismos. 

podrían reducir la exactitud y la operación de este instrumento.

NOTA
• 	 El indicador podría no ser un accesorio estándar en algunos modelos.
• 	 No utilice indicadores equipados con fuelles de hule, como indicadores de carátula a prueba de agua.

3. Nombles de las piezas 
1. Mango de sujeción	 2. Soporte dial		  3. Mango		  4. Tubo (cilindro exterior)	 5. Cabezal	

6. Tornillo del tope de la guía o sujetador de la barra de contacto		  7. Barra de contacto	 8. Guía	

9. Arandela de recambio 10. Tope (Varilla de recambio)	 11. Tuerca de soporte

*  Modelos en los cuales el margen de medición es de 10 mm (4”) o inferior no tienen guías.

4. Uso
El medidor de orificios es un instrumento de medición comparativo. Sin embargo, el calibrador no funciona ni rinde como instrumento de 
medición si se usa sólo. Al usar un medidor de agujeros, es necesario usar un indicador de carátula y un patrón de referencia, como un anillo patrón 
o un micrómetro.

4-1. Acoplamiento del indicador
1)	 Afloje el tornillo de fijación del soporte e introduzca el indicador en el soporte del indicador.
	 Introduzca despacio el indicador mientras comprueba la lectura del mismo y apriete el tornillo de fijación del soporte para fijar el indicador en 

su lugar.
	 Para apretar el tornillo de fijación del soporte más firmemente, introduzca una moneda o algo similar en la ranura de la cabeza del tornillo y 

gírela.
2)	 Acople la cubierta de protección del indicador dial (opcional en algunos modelos) como se indica en la Figura 4-1-1.
3)	 Si el margen de medición es superior a 160 mm (6,5”), debe cambiarse la dirección de la guía de la unidad principal. Introduzca la guía 

hasta que contacte con el extremo y después gírela 90°. Al soltarla, la guía vuelve a su posición original y es posible realizar la medición. 
(Figura 4-1-2).

NOTA
• 	 Antes de usarlo, compruebe que el cabezal de medición y los tornillos no estén sueltos.
• 	 No desmonte, introduzca o gire el indicador con la abrazadera dial ajustada. Esto podría dañar el producto o el indicador.
• 	 Si el agujero donde se introduce el indicador en el soporte del dial está deformado por error, corríjalo introduciendo una barra 

de Ø8 mm (especificaciones métricas) o de Ø9,53 mm (especificaciones en pulgadas).
• 	 Si el interior del soporte del indicador de dial, el tornillo de fijación del soporte, etc. están sucios, el indicador no podrá fijarse firme-

mente en su lugar. Asegúrese de limpiarlos antes de acoplar el indicador.

4-2. Ajuste de la dimensión
Ajuste una dimensión a medir acoplando el tope, la arandela de recambio y el tope auxiliar o ajustando la cabeza micrométrica.
Se muestra el intervalo de la barra de contacto (S) y el intervalo efectivo de medición (R) (figura 4-2-1).
Si el valor central del intervalo efectivo de medición R se designa como Po, la longitud desde el extremo del tope hasta Po se denomina 
tamaño nominal L.
Se recomienda ajustar el valor medio de todo el margen de tolerancia de la medición a L.
Por ejemplo, si la dimensión de la medición es de 100±0,05, ajuste 100 para L. Asímismo, si la dimensión de medición es 100,5 +0,02/-0,08, 
es ideal ajustar L a 100.47. No obstante, en caso de usar un modelo no equipado con una cabeza micrométrica, L no puede ajustarse a 
unidades de 0,01 mm, por lo que L debe ajustarse al valor 100,5 más cercano al valor ajustable.

• 	Ajuste de la dimensión con tope, arandela de recambio y tope auxiliar

Seleccione un tope, una arandela de recambio y demás conforme a la dimensión de medición y fíjelos firmemente sin que queden sueltos. Si 
es necesario acoplar varias arandelas de recambio y topes auxiliares, limítelos a un mínimo. (Figura 4-2-2)

• 	Ajuste de la dimensión por ajuste del cabezal micométrico 
En modelos equipados con una cabeza micrométrica, ajuste una dimensión de medición ajustando la cabeza micrométrica. Si la cabeza 
micrométrica es insuficiente para el intervalo de ajuste, use también un tope auxiliar. Tras el ajuste, fije la cabeza micrométrica. (Figura 4-2-3)

4-3. Ajuste del punto dato
El patrón de referencia es necesario para ajuste del punto dato.
• 	Ajuste del punto dato usando un anillo patrón o cilindro patrón

Introduzca el medidor de agujeros en un anillo patrón o un patrón cilindrico como patrón de referencia. Mientras mueve oscilando vertical 
y horizontalmente el medidor de agujeros, ajustelo en un punto en el que la punta de contacto este insertada lo mas profundo para ajustar el 
punto cero a un valor prefijado. (Para ello, gire la superficie de la caratula para un indicador carátula y realice el preajuste o el ajuste a cero 
para el indicador Digimatic).

• 	Ajuste del punto dato usando el micrómetro de exteriores
1) Ajuste con un bloque calibrador

Fije un bloque patrón como dimensión de referencia entre las superficies de medición del micrómetro. Sujete el micrómetro y extraiga el 
bloque patrón. Introduzca el medidor de agujeros entre las superficies de medición del micrómetro. Mientras mueve oscilando vertical y hori-
zontalmente el medidor de agujeros, ajustelo en un punto en el que la punta de contacto este insertada lo mas profundo para ajustar el punto 
cero a un valor prefijado.

2) Ajuste sin un bloque patrón
	 Fije el micrómetro en posición vertical con el lado del cabezal (lado del husillo) hacia abajo y ajuste una distancia entre las superficies de 

medición a la dimensión de referencia. Al hacerlo, no sujete el husillo del micrómetro. Introduzca el medidor de agujeros entre las superficies 
de medición del micrómetro. Mientras mueve oscilando vertical y horizontalmente el medidor de agujeros, ajustelo en un punto en el que la 
punta de contacto este insertada lo mas profundo para ajustar el punto cero a un valor prefijado. (Figura 4-3) 

	 Alguna habilidad es requerida para esta operación dado que la fuerza centripeta por el uso de la guía no puede ser usada durante el 
ajuste del punto dato usando el micrómetro. Un bloque patrón, maestro de alturas y verificador del cero de bore gage son también permitidos 
para realizar el ajuste del punto cero en la misma forma que con el micrómetro de exteriores.

NOTA
• 	 Suciedad en el patrón puede conducir a errores en la medición. Asegurese de limpiar el patrón antes de empezar el ajuste del punto 

dato.
• 	 Use solo la llave suministrada para acoplar/desacoplar el tope y la cabeza micrométrica, excepto en los modelos con tuerca para fijar el 

tope.
• 	 Siempre realice el ajuste del punto dato después de fijar la dimensión de medición y antes de empezar la medición. Aún en el caso de 

medición continua, realizar el ajuste del punto dato tan frecuentemente como sea posible.

4-4. Medición
1)	 Introduzca el calibrador de orificios en la pieza a medir. 

2) 	 Oscile el calibrador de orificios vertical y horizontalmente.  (Figura 4-4)

3) 	 Lea el valor medido. Al usar un indicador de dial, lea el valor máximo de desviación del indicador.

4) 	 Compare el valor de la lectura con la dimensión del calibrador de referencia y determine el valor medido.

NOTA
• 	 La presencia de suciedad en el objeto a medir puede conducir a errores de medición. Asegúrese de limpiar el objeto a medir antes de 

iniciar la medición.
• 	 Introduzca primero el lado del punto de contacto/la guía del calibrador de orificios en la pieza. Introduzca luego el lado del tope 

mientras empuja la guía sobre la pieza.

5. Sobre la varilla de extensión (Accesorio opcional)
La profundidad de la medición puede extenderse utilzando una varilla de extensión para medir un orificio profundo que no puede medirse 

con un medidor de orificios estándar (Disponible solo para modelos estándar, modelos de pata corta, modelos con cabeza micrométrica y 

modelos para agujero ciego.)

Procedimiento de acoplamiento de la varilla de extensión (figura 5) 
1) Sujete el tubo con la llave con varilla de extensión y gire el cabezal en sentido antihorario para extraerlo.

2) 	 Atornille la varilla de extensión en el tubo.

3）Atornille el cabezal a la varilla de extensión.

NOTA
• 	 No conecte varias varillas de extensión.
• 	 Al usar una varilla de extensión de 500 mm o más larga, realice la medición verticalmente.
• 	 Tenga en cuenta que la exactitud de la medición podría verse reducida al utilizar una varilla de extensión debido a factores como la 

flexión de la varilla. 
 Para reducir el efecto en la exactitud de medición, es recomendable realizar el ajuste del punto dato en una orientación idéntica a la de 

la medición.
• 	 Apriete la pieza del tornillo para que no se aflojen. Si no se fija adecuadamente, se pueden producir roturas, averías, inexactitudes o 

caídas de la pueda lo que puede causar lesiones.

6. Mantenimiento, comprobación, servicio y reparación
• 	Limpie la suciedad exterior con un trapo suave y seco o con un trapo humedecido con detergente o con alcohol. No utilice disolvente orgáni-

cos (como diluyente o benceno) para las piezas con resina.
• 	Si el interior del cabezal está sucio, desmóntelo para limpiarlo. En los modelos con agujeros pequeños, límpielos sumergiéndolos en alcohol, 

ya que no pueden desmontarse.
• 	Procedimiento para desmontar el cabezal
	 Para desmontar el cabezal, gire el tornillo de tope de la guía o el soporte de la barra de contacto en sentido antihorario con pinzas para 

candados anulares o una llave ajustable disponibles en el mercado. (Figura 6)
Diámetro del orificio del tornillo de tope de la guía: Ø1mm fara modelos con un intervalo de medición de 35mm o inferior, o Ø1,5mm para 
otros modelos
Ancho entre las 2 superficies del soporte de la barra de contacto: 4,2mm

• 	La guía dispone de una bola de tope de rotación y un resorte incorporados en modelos con un intervalo de medición superior a 160mm (6.5”). 
Tenga en cuenta que la bola podría salirse al desacoplar la guía.

NOTA
• 	Al volver a acoplar el cabezal después de desacoplarlo del tubo, fije firmemente el cabezal sujetando el tubo con pinzas que no causen 

rayaduras.
• 	Si no se usa el medidor durante un largo período de tiempo, límpielo y aplíquele un tratamiento anticorrosivo y después guárdelo en un 

lugar sin condensación.
	 Al utilizar este instrumento después de un largo periodo sin usarlo, asegúrese de comprobar la exactitud y el funcionamiento del medidor 

de agujeros y del indicador.
• 	El rendimiento de este producto depende de uso y las condiciones de almacenamiento. Se recomienda estipular una comprobación 

periódica como estándar interno u otro documento en el que se incluya la frecuencia de uso, el entorno, el método de almacenamiento, la 
comprobación periódica del producto y otros elementos.

• 	Mitutoyo no garantiza el rendimiento del producto si una tercera parte lo repara.

Précautions de sécurité
Pour garantir la sécurité de l’opérateur, utilisez cet instrument en respectant les instructions et spécifications indiquées dans le 
présent Manuel de l’utilisateur.

Notes sur les règles d’export
Vous devez accepter de ne pas commettre d’action qui directement ou indirectement, violerait les lois et règlements du Japon ou de votre pays, 
ou de tout autre traité international, relatif aux exports ou re-export de n’importe quel produit.

1. Environnements de fonctionnement
IMPORTANT
• 	 Évitez d’utiliser ou de stocker l’instrument dans un lieu exposé au rayonnement direct du soleil ou à des températures extrêmes.
	 Plage de conditions d’utilisation : Température : 0 à 40°C, Humidité : 30 à 70%
	 Plage de conditions de stockage : Température : -10 à 50°C, Humidité : 30 à 70%
• 	Evitez d’utiliser l’instrument sur un site soumis à des fluctuations de température importantes. La condensation peut affecter les 

performances.
• 	 Utilisez l’instrument sur des sites présentant une quantité minimum de poussières, d’huile et d’embruns d’huile.

2. Précautions d’utilisation
IMPORTANT
• 	 Ne donnez pas de coût sur l’instrument et évitez qu’il ne soit cogné. Évitez également de soumettre la touche mobile ou le guide à des 

manipulations trop brusques.
• 	 Si ce produit tombe, contrôlez son fonctionnement et sa précision.
• 	 Effectuez une stabilisation thermique de l’instrument suffisante, un appareil de mesure maître et un objet à mesurer avant de commencer 

la mesure. Utilisez l’instrument sur un site sujet à des fluctuations thermiques aussi faibles que possible.
• 	 Ne tenez pas l’instrument par le tube lors de son utilisation.
• 	 Après utilisation, nettoyez soigneusement le corps de l’instrument, la touche fixe, les rondelles de remplacement, etc. et appliquez un 

agent anti-corrosif sur ces pièces. cela peut dégrader la précision et le fonctionnement de cet instrument.

REMARQUE
• 	 Le comparateur peut ne pas être un accessoire standard sur certains modèles.
• 	 Vous ne pouvez pas utiliser un comparateur équipé de soufflets en caoutchouc, comme les modèles de comparateurs étanches à l’eau 

par exemple.

3. Nom des pièces 
1. Bride de fixation	 	 2. Logement du comparateur	 3. Poignée		

4. Tube (cylindre extérieur)		  5. Tête		  6. Vis de butée du guide ou support de touche mobile	

7. Touche mobile	 	 8. Guide		  9. Rondelle de remplacement

10. Touche fixe			  11. Écrou de maintien
*  Les modèles pour lesquels la plage de mesure est de 10 mm (0,4”) ou moins ne possèdent pas de guide.

4. Utilisation
L’appareil de mesure d’alésage est un instrument de mesure comparatif. Cependant, il ne peut pas fonctionner ou effectuer une mesure s’il 
est utilisé seul. Pour utiliser n’importe quel vérificateur d’alésage, vous avez besoin d’un comparateur, comme un comparateur à cadran par 
exemple, et d’un étalon, comme une bague étalon ou un micromètre.
4-1. Installation du comparateur
1)	 Desserrez la vis de la bride de fixation, puis insérez le comparateur dans le logement.
	 Insérez-le doucement en surveillant le cadran, puis serrez la vis de la bride de fixation de manière à maintenir le comparateur en place.
	 Pour serrer complètement la vis de la bride de fixation, insérez une pièce de monnaie, ou objet similaire, dans l’empreinte de la tête de vis et 

tournez-la.
2)	 Fixez le couvercle de protection du comparateur (en option sur certains modèles) (Figure 4-1-1).
3)	 Si la plage de mesure est de plus de 160 mm (6,5”), la direction du guide de l’unité principale doit être changée. Insérez le guide jusqu’à 

son contact de l’extrémité puis tournez-le dans le sens horaire à 90°. Lorsqu’il est relâché, le guide retourne en position d’origine et la 
mesure est possible (Figure 4-1-2).

REMARQUE
• 	 Avant toute utilisation, vérifiez le serrage des vis et de la tête de mesure.
• 	 Ne retirez, n’insérez ni ne tournez le comparateur lorsque le dispositif de maintien  est serré. Cela pourrait endommager le produit ou 

l’indicateur.
• 	 Si l’orifice d’insertion du comparateur est accidentellement déformé, compensez la déformation en insérant une tige de φ 8 mm (pour 

spécifications en millimètres) ou φ 9,53 mm (pour spécifications en pouces).
• 	 Si le comparateur, l’intérieur de son logement, la vis de la bride de fixation, etc. sont sales, le comparateur risque de ne pas être 

suffisamment maintenu en place. Veillez à ce qu’ils soient propres avant d’installer le comparateur.

4-2. Réglages de dimension
Réglez la dimension de mesure en fixant la touche fixe, la rondelle et la rallonge ou en réglant la butée micrométrique.
La plage de la touche mobile (S) et la plage de mesure effective (R) sont indiquées sur la Figure 4-2-1.
Soit Po la valeur médiane de la plage de mesure effective R, la longueur nominale L correspond à la distance entre l’extrémité de la touche fixe 
et Po.
Il est recommandé de régler la valeur de la plage de tolérance de mesure totale sur L.
Par exemple, si la dimension de mesure est de 100±0.05, réglez 100 pour L. De plus, si la dimension de mesure est de 100,5 +0,02/-0,08, 
L doit dans l’idéal être de 100,47. Cependant, sur les modèles sans butée micrométrique, la longueur L ne peut être réglée à 0,01 mm 
près, dans ce cas, vous devez régler L sur 100,5, qui correspond à la valeur réglable la plus proche.

• 	Réglage de la dimension de mesure en fixant la touche fixe, la rondelle adéquate et la rallonge

Choisissez la touche fixe, la rondelle et autres accessoires éventuels en fonction de la dimension de mesure, puis fixez-les en serrant 
fermement de manière à supprimer tout jeu. Si plusieurs rondelles et rallonges sont nécessaires, sélectionnez celles qui vous permettront 
d’utiliser le plus petit nombre d’éléments. (Figure 4-2-2).

• 	Réglage de la dimension en réglant la tête de micromètre 
Dans le cas d’un modèle équipé d’une butée micrométrique, réglez la dimension de mesure en ajustant la butée micrométrique. Si la plage 
d’ajustement n’est pas suffisante en utilisant uniquement la butée micrométrique, utilisez également une rallonge. Une fois le réglage effectué, 
bloquez la butée micrométrique. (Figure 4-2-3).

4-3. Ajustement du zéro ou de la valeur prédéfinie
L’appareil de mesure de référence est nécessaire pour le réglage à zéro ou de la valeur prédéfinie.
• 	Réglage du zéro ou de la valeur prédéfinie à l’aide d’une bague

Insérez le vérificateur d’alésage dans une bague ou cylindre étalon. Faites pivoter l’instrument verticalement et horizontalement et réglez-le sur 
un point où la touche mobile est insérée profondément pour régler le point zéro ou la valeur prédéfinie. (Pour ce faire, faites tourner le cadran 
du comparateur et effectuez le pré-réglage ou la mise à zéro pour un comparateur Digimatic.)

• Mise à zéro ou de la valeur prédéfinie à l’aide d’un micromètre d’extérieur
1) Réglage avec une cale parallèle

Insérez une cale parallèle en guise de dimension de référence entre les surfaces de mesure du micromètre. Fixez le micromètre, puis 
retirez la cale. Insérez le vérificateur d’alésage entre les surfaces de mesure du micromètre. Faites pivoter l’instrument verticalement et hori-
zontalement et réglez-le sur un point où la touche mobile est insérée profondément pour régler le point zéro ou la valeur prédéfinie.

2) Réglage sans cale parallèle
Fixez le micromètre en position verticale avec la tête de mesure (broche) vers le bas, puis réglez la distance entre les surfaces de mesure sur 
la dimension de référence. À ce stade, la broche du micromètre ne doit pas être bloquée. Insérez le vérificateur d’alésage entre les surfaces 
de mesure du micromètre. Faites pivoter l’instrument verticalement et horizontalement et réglez-le sur un point où la touche mobile est insérée 
profondément pour régler le point zéro ou la valeur prédéfinie. (Figure 4-3).
Une certaine habileté est nécessaire pour cette opération car la force du guide ne peut pas être utilisée lors du réglage du zéro ou de la valeur 
prédéfinie avec le micromètre. Une cale étalon, un micromètre vertical et un calibre de réglage peuvent également être utilisés pour effectuer 
le réglage du point zéro ou de la valeur prédéfinie de la même manière qu’avec le micromètre d’extérieur.

REMARQUE
• 	 La saleté de l’étalon peut entraîner des erreurs de mesure. Veillez à nettoyer l’étalon avant de réaliser le réglage à zéro ou de la valeur 

prédéfinie.
• 	 Assurez-vous d’utiliser uniquement la clé fournie pour fixer/démonter la touche fixe et la butée micrométrique, sauf pour les modèles sur 

lesquels la touche est fixée avec un écrou de maintien.
• 	 Effectuez toujours le réglage à zéro ou de la valeur prédéfinie après avoir réglé la dimension de mesure et avant le début de la mesure. 

Procédez au réglage du point zéro ou de la valeur prédéfinie aussi souvent que possible, y compris en cas de mesures en continu.

4-4. Mesure
1) 	 Insérez le vérificateur d’alésage dans la pièce à mesurer. 
2) 	 Faites pivoter verticalement et horizontalement le vérificateur d’alésage. (Figure 4-4)
3) 	 Lisez la valeur mesurée. Lorsque vous utilisez un comparateur à cadran, prenez la valeur maximale indiquée par le comparateur.
4) 	 Comparez la valeur indiquée avec la dimension de référence pour déterminer la valeur mesurée.

REMARQUE
• 	 La saleté sur l’objet à mesurer peut entraîner des erreurs de mesure. Veillez à nettoyer l’objet à mesurer avant de démarrer la mesure.	
• 	 Insérez d’abord le côté touche mobile/guide du vérificateur d’alésage dans la pièce. Insérez ensuite le côté touche fixe en poussant le 

guide contre la pièce.

5. Tige d’extension (accessoire en option)
La profondeur de mesure peut être étendue avec une tige d’extension pour mesurer un trou profond ne pouvant pas être mesuré avec le 
vérificateur d’alésage standard. (Uniquement pour les modèles standard, courts, équipés d’une butée micrométrique et pour trous borgnes.)
Procédure de fixation de la tige d’extension (Figure 5)
1) 	 Tout en maintenant le tube avec la clé fournie avec la tige d’extension, tournez la tête dans le sens anti-horaire pour la retirer.
2) 	 Vissez la tige d’extension dans le tube.
3) 	 Vissez la tête dans la tige d’extension.

REMARQUE
• 	 N’utilisez pas plusieurs tiges d’extension bout à bout.
• 	 Lors de l’utilisation d’une rallonge d’une longueur de 500 mm ou plus, effectuez la mesure verticalement.
• 	 Remarquez que la précision de la mesure lors de l’utilisation d’une rallonge peut être dégradée à cause de facteurs tels que la déflexion de la 

tige. 
 Pour ne pas compromettre l’exactitude de la mesure, il est recommandé de respecter, lors du réglage du point zéro ou de la valeur 

prédéfinie, la même position que pour la mesure.
• 	 Serrez la vis de sorte qu’elle ne se desserre pas. En cas de fixation lâche, des imprécisions, dysfonctionnements ou chutes de pièces 

peuvent se produire, provoquant des blessures.

6. Maintenance, contrôle, entretien et réparation
• 	Nettoyez les taches extérieures avec un chiffon doux et sec ou imbibé d’un détergent neutre ou d’alcool.
	 N’utilisez pas de solvant organique (tels que des diluants ou du benzène) pour les pièces en résine.
• 	Si l’intérieur de la tête est encrassé, démontez celle-ci pour la nettoyer. La tête des modèles pour petits alésages n’étant pas démontable, 

plongez-la dans de l’alcool.
• 	Méthode de démontage de la tête
	 Pour démonter la tête, tournez la vis de la butée du guide ou du support de touche mobile dans le sens anti-horaire à l’aide de pinces 

serre-clips ou autre clé réglable du commerce. (Figure 6)
	 Diamètre de l’orifice de la vis de butée du guide : φ1 mm pour les modèles de plage de mesure inférieure ou égale à 35 mm, ou φ 1,5 mm 

pour les autres modèles
	 Largeur entre les 2 faces du support de touche mobile : 4,2 mm
• 	Pour les modèles avec une plage de mesure supérieure à 160 mm (6.5”), un dispositif intégré constitué d’une bille et d’un ressort empêche le 

guide de tourner. La bille est susceptible de tomber au moment où le guide est retiré.

REMARQUE
•	 Lorsque vous remontez la tête sur le tube, serrez-la fermement en tenant le tube avec des pinces appropriées pour minimiser les 

éraflures.
•	 Si l’appareil de mesure n’est pas utilisé pendant une longue durée, nettoyez-le et appliquez un traitement anticorrosif puis entreposez-le 

dans un lieu exempt de condensation.
	 Après une longue période d’inutilisation, contrôlez la précision et le bon fonctionnement du vérificateur d’alésage et du comparateur avant 

de les utiliser à nouveau.
• 	La performance de ce produit dépend en grande partie de son utilisation et des conditions de stockage. Il est recommandé de 

mettre en place des intervalles de vérification dans vos documents en fonction de la fréquence d’utilisation, de l’environnement, de 
la méthode de stockage et autres éléments et de contrôlez régulièrement le produit.

• 	Mitutoyo ne garantit pas les performances en cas de réparation du produit par un tiers.
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Bore Gage
Veiligheidsmaatregelen
Om de veiligheid van de gebruiker te garanderen, dient dit instrument te worden gebruikt in overeenstemming met de instructies en 
specificaties in deze gebruikershandleiding.

Naleving van exportregels
U dient de nationale, Japanse en internationale wetten, regels en verdragen ten aanzien van de export en doorlevering van goederen en 
technologie strikt na te leven en te voorkomen dat deze door uw handelen, direct of indirect, overtreden worden.

1. Werkomgevingen
BELANGRIJK
• 	 Dit instrument niet gebruiken of bewaren op plaatsen die blootgesteld zijn aan direct zonlicht of extreem hoge of lage temperaturen.
	 Gebruiksomgeving: Temperatuur; 0 tot 40°C, Vochtigheid; 30 tot 70% 
	 Bewaaromgeving: Temperatuur; -10 tot 50°C, Vochtigheid; 30 tot 70% 
•	 Voorkom gebruikmaking van het instrument op een plaats met veel temperatuurswisselingen. Condens kan de werking benadelen.
• 	 Gebruik het instrument op plaatsen met zo weinig mogelijk stof, olie en oliedamp.

2. Waarschuwingen bij gebruik
BELANGRIJK
• 	 Sla het instrument nergens tegen aan of sta niet toe dat er iets tegenaan geslagen wordt.  Stel het contactpunt of geleider ook niet bloot 

aan schokken of stoten.
•	 Als het instrument per ongeluk valt, controleer dan de nauwkeurigheid en werking.
•	 Zorg voor voldoende thermische stabilisatie van het instrument, voor zowel het meetinstrument als voor het voorwerp dat gemeten 

moet worden alvorens de meting te starten.
	 Gebruik het instrument op een plaats die aan zo min mogelijk thermische fluctuaties onderhevig is.
•	 Gebruik dit instrument niet terwijl u het werkstuk vasthoudt.
• 	 Reinig na gebruik de hoofdeenheid, het aambeeld, de tussenringen, enz., en breng een anti-roestmiddel aan. kan de nauwkeurigheid en 

werking van dit instrument afnemen.

OPMERKING
• 	 De indicator is geen standaard accessoire in sommige modellen.
• 	 U  kunt geen indicators gebruiken die voorzien zijn van rubber balgen, zoals bij waterdichte meetklokken.

3. Onderdeelnamen 
1. Klemhouder		  2. Meetklokhouder	 3. Greep		  4. Pijp (Buitenste cilinder)	 5. Kop		

6. Contactpunthouder en schroef   7. Meetpunt		  8. Geleider		

9. Tussenring  10. Aambeeld (Verwisselbare meetstift)		  11. Ondersteuningsmoer

* Modellen met een meetbereik 10 mm of minder is hebben geen geleiders.

4. Gebruik
Het kaliber is een vergelijkend meetinstrument. Dit meetinstrument kan echter niet functioneren of werken als meetinstrument indien het 
separaat gebruikt wordt. Bij het gebruik van een binnenmeettaster, heeft u een indicator zoals een meetklok en een referentiekaliber nodig zoals 
een instelring of micrometer.

4-1. Bevestigen van de indicator
1)	 Draai de klemhouderschroef los en steek vervolgens de indicator in de meetklokhouder.
	 Steek de indicator langzaam in, controleer de uitlezing van de indicator en bevestig vervolgens de klemhouderschroef om de indicator op zijn 

plaats vast te zetten.
	 Draai de klemhouderschroef  verder vast door een munt of iets dergelijks in de gleuf op de schroefkop te steken en aan te draaien.
2)	 Plaats de beschermkap van de meetklok (optioneel in sommige modellen) zoals vereist wordt (Afbeelding 4-1-1).
3)	 Als het meetbereik groter dan 160 mm (6.5”) is, moet de richting van de geleider van het hoofdonderdeel omgeschakeld worden. Plaat de 

geleider totdat het het einde raakt en draai hem dan 90º naar rechts. Zodra dit gebeurd is, keert de geleider terug naar zijn oorspronkelijke 
plaats en kan er gemeten worden. (Afbeelding 4-1-2).

OPMERKING
•	 Controleer alvorens in gebruik te nemen of de meetkop en schroeven goed vast zitten.
• 	 Verwijder, plaats of draai de meetklok niet als de klem van de meetklok vastzit. Dit zou het product of de imeetklok kunnen beschadigen.
• 	 Als de indicatorinsteekopening van de meetklokhouder per ongeluk vervormd is geraakt, dit corrigeren door het insteken van een φ8 

mm verloophuls (staaf (voor metrische specificaties) of een φ9,53 mm verloophuls (voor inch specificaties).
• 	 Als de indicator, de binnenzijde van de meetklokhouder, klemhouderschroef, enz., verontreinigd is, kan de indicator niet goed op zijn 

plaats vastgezet worden. Deze delen goed reinigen alvorens de indicator te bevestigen.

4-2. Afmetingsinstellingen
Stel de te meten afmeting in door het bevestigen van het aambeeld, tussenring en sub-aambeeld of het afstellen van de micrometerkop.
Het bereik van contactpunt (S) en het effectieve meetbereik (R) worden getoond (Afbeelding 4-2-1).
Het wordt aanbevolen om de gemiddelde waarde van het hele meettolerantiebereik naar L in te stellen.
Bijvoorbeeld, als de meetafmeting 100±0,05 is, stel dan 100 naar L in. Bovendien, als een gemeten afmeting 100,5 +0,02/-0,08 is, kan L 
het beste op op 100,47 worden ingesteld. Aangezien echter bij andere modellen die niet met een micrometerkop zijn uitgerust L niet in 
eenheden van 0,01 mm kan worden ingesteld, dient u L in te stellen op 100,5 dat het meest nabij de centrale waarde is van die welke 
instelbaar zijn.
• 	Afmeting instellen met aambeeld, tussenring en sub-aambeeld

Selecteer een aambeeld, tussenring en overige volgens de gemeten afmeting en zet deze vervolgens stevig vast om loszitten of speling te 
elimineren. Als het noodzakelijk is meerdere tussenringen en sub-aambeelden te bevestigen, het aantal afzonderlijke onderdelen minimaal 
houden. (Afbeelding 4-2-2)

• 	De afmeting instellen door de schroefmaatkop af te stellen.   
Bij een model uitgerust met een micrometerkop, de te meten afmeting instellen door het afstellen van de micrometerkop. Als het afstelbereik 
met alleen de micrometerkop onvoldoende is, een sub-aambeeld er bij gebruiken. Klem na afstelling de micrometerkop vast. (Afbeelding 4-2-3)

4-3. Afstellen referentiepunt
Het referentiemeetinstrument is nodig voor het afstellen van het referentiepunt. 
• 	Afstellen referentiepunt met gebruik van de kaliberring of cilinder master meetinstrument

Steek de binnenmeettaster in een instelring of instelinstrument als referentiemeetinstrument. Zwenk de binnenmeettaster verticaal en horizon-
taal en stel het af op een punt waarbij de uitlezing van de indicator een keerpunt in de uitlezing  toont om het punt op nul of een vooringestelde 
waarde in te stellen. (Doe dit door bij een analoge meetklok het scherm te draaien en voer bij een Digimatic meetklok de vooraf ingestelde 
maat of de nulpuntafstelling uit.)

• Afstellen referentiepunt door gebruik te maken van een buitenmicrometer
1) Afstellen met een eindmaat

Klem een eindmaat voor de referentieafmeting tussen de meetvlakken van de micrometer. Klem de micrometer vast en trek vervolgens de 
eindmaat weg. Plaats de binnenmeettaster tussen de meetvlakken van de micrometer. Zwenk de binnenmeetaster verticaal en horizontaal 
en stel deze af op een punt waarbij de uitlezing van de indicator een keerpunt in de uitlezing toont om het punt op nul of een vooringestelde 
waarde in te stellen.

2) Afstellen zonder een eindmaat
	 Zet de micrometer vast in een verticale stand zodat de kant van de kop (spindelkant) naar beneden wijst en stel vervolgens de afstand tussen 

de meetvlakken af op de referentieafmeting. Op dit punt de spindel van de micrometer niet vastklemmen. Plaats de binnenmeettaster tussen 
de meetvlakken van de micrometer. Zwenk de binnenmeettaster verticaal en horizontaal en stel deze af op een punt waarbij de uitlezing van 
de indicator een keerpunt in de uitlezing toont om het punt op nul of een vooringestelde waarde in te stellen. (Afbeelding 4-3)

	 Wat vakkundigheid wordt vereist voor deze handeling omdat de middelpuntzoekende kracht van de geleider niet gebruikt kan worden tijdens 
de nulpuntafstelling met gebruik van de schroefmaat. Op dezelfde manier als met een buitenmicrometer is nulpuntafstelling ook mogelijk met 
behulp van een eindmaat, hoogtemaster of kaliber nulpuntcontroleur.

OPMERKING
• 	 vuil op het referentiekaliber kan fouten opleveren in de meting. Verzeker je dat het referentiekaliber schoon gemaakt is alvorens het 

keerpunt van de indicator vast te leggen.
•	 Gebruik enkel de meegeleverde steeksleutel voor het vastzetten/losmaken van het ambeeld en de kop van de micrometer, behalve bij 

modellen waarbij voor het vastzetten van het aambeeld de ondersteuningsmoer wordt gebruikt.
• 	 Het keerpunt steeds vastleggen na het instellen van de meetwaarde en voor het starten van de meting. Zefs in geval van contunue 

metingen is het aangewezen om zo vaak mogelijk het keerpunt vast te leggen.

4-4. Meting
1) 	 Steek de binnenmeetatster in het te meten werkstuk. 
2) 	 Zwenk de binnenmeettaster verticaal en horizontaal. (Afbeelding 4-4)
3) 	 Lees de gemeten waarde af. Wanneer een meetklok als indicator wordt gebruikt, de minimale uitloopwaarde van de indicator meten.
4) 	 Vergelijk voor het bepalen van de gemeten waarde de uitgelezen waarde met de afmeting van het referentiemeetinstrument.

OPMERKING
• 	 Vuil op het voorwerp dat gemeten moet worden kan leiden tot fouten in de meting. Zorg ervoor om het voorwerp dat gemeten moet 

worden te reinigen alvorens het meten te beginnen.
• 	 Steek eerst de contactpunt/geleiderzijde van de binnenmeettaster in een werkstuk. Steek vervolgens de aambeeldkant ervan in terwijl 

u de geleider tegen het werkstuk duwt.

5. Over de Verlengingsmaatstok (Optioneel Accessoire)
De meetdiepte kan verlengd worden met gebruikmaking van de verlengingsbuis om een diep gat te meten dat niet gemeten kan worden met een 
standaard kaliber (Alleen beschikbaar bij het standaard model, bij het korte arm model, bij het model uitgerust met micrometerkop en het model 
met blinde gaten.)
Verlengingsbuis montageprocedure (Afbeelding 5)
1) 	 Houd de pijp vast en met behulp van de meegeleverde steeksleutel de kop verwijderen door linksom te draaien om het verlengstuk te mon-

teren.
2) 	 Schroef het verlengstuk in de pijp.
3)	 Schroef de kop vast op de verlengingsmaatstok.

OPMERKING
• 	 Verbind niet meerdere verlengstukken.
• 	 Bij het gebruiken van een verlengingsbuis van 500 mm of groter, voer de meting verticaal uit.
• 	 Let erop dat de nauwkeurigheid van de meting tijdens het gebruiken van een verlengingsbuis verslechterd kan worden door factoren 

als slijtage van de maatstift.
 Om de meetonnauwkeurigheid te beperken is het aan te raden om in dezelfde omstandiheden de binnenmeettaster in te stellen als bij de 

metingen.
• 	 Draai de schroef goed aan zodat hij niet losgaat. Als hij niet goed vastgemaakt is, kan een breuk, onnauwkeurigheid, slecht functioneren of het 

vallen van een onderdeel plaatsvinden waardoor letsel veroorzaakt kan worden.

6. Onderhoud, Controle, Service en Reparatie
• 	Verwijder vuil met een zachte droge doek of een doek met neutraal schoonmaakmiddel of alcohol. Gebruik voor kunsstofdelen geen andere 

organische oplosmiddelen (zoals thinner of benzeen).
• 	Als de binnenzijde van de kop verontreinigd is, de kop demonteren om de binnenzijde te reinigen. Reinig echter een model met een kop voor 

kleine diameters door dit onder te dompelen in alcohol, aangezien dit niet gedemonteerd kan worden.
• 	Procedure voor het demonteren van de kop
	 Draai voor het demonteren van de kop de geleideraanslagschroef of contactstaafhouder linksom met behulp van een in de handel verkrijgbare 

borgveertang of een afstelbare steeksleutel. (Afbeelding 6)
Diameter van gat geleideraanslagschroef: φ1 mm voor modellen met een meetbereik van 35 mm of minder, of φ1,5 mm voor overige 
modellen
Afstand tussen 2 zijden op contactstaafhouder: 4.2mm

• 	De geleider heeft een ingebouwde rotatieaanslagkogel en veer bij modellen met een meetbereik van meer dan 160 mm (6.5”). Let er op dat 
bij het losmaken van de geleider de kogel naar buiten kan schieten.

OPMERKING
• 	Bij het opnieuw bevestigen van de kop nadat deze van de pijp is losgemaakt, de kop stevig vastzetten door de pijp vast te houden met 

een tang die geen krassen veroorzaakt.
•	 Als u de kop van de buitenste huls afgehaald heeft, draai dan, om krassen te voorkomen, de kop goed aan door de buitenste huls goed vast 

te houden met een tang in plaats van de greep vast te houden.
	 Controleer nadat dit instrument gedurende een langere tijd niet is gebruikt altijd de nauwkeurigheid en de werking van de binnenmeettaster 

en de indicator.
•	 Als het meetinstrument een lange tijd niet gebruikt zal worden, reinig het, pas een anticorrosie behandeling toe en sla het op in een vocht-/ 

condensvrije plaats.
•	 De prestatie van dit product is afhankelijk van het gebruik en de opslagomstandigheden. Het wordt aanbevolen om een controleperiode aan 

te wijzen in uw interne standaardnormen of in een ander document met inachtneming van de gebruikfrequentie, omgeving, opslagmethode 
en andere elementen en regelmatig het product te inspecteren.

• 	Mitutoyo garandeert niet de werking als een derde partij het product repareert.
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B. 
Auswechselbarer Messbolzen 
Tope
Aambeeld
Touche fixe
Anvil
Incudine
Städ
앤빌
测砧
軸

A. 
Messbolzen
Barra de contacto
Meetpunt
Touche mobile
Contact rod
Asta di contatto
Kontaktstift
측정자
活动测头
測砧

S. 
Verfahrbereich
Margen móvil
Beweegbaar bereik
Plage mobile
Movable range
Campo mobile
Rörelseområde
가동 범위
可移动范围
可動範圍

R. 
effektiver Messbereich
Margen de medición efectivo
Effectief meetbereik
Plage de mesure effective
Effective measuring range
Campo di misura effettivo
Effektivt mätområde
유효 측정 범위
有效测量范围
有效測量範圍

C /Verlängerung/Tope auxiliar/Aambeeld/Rallonge
Sub-anvil/Sotto-incudine/Underliggande städ/서브 앤빌/辅助砧 /輔助砧

C  (CG-S10A, G-S.4” A)

 (CGFX)

 (CG-AX etc.)
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 (CGMX)/Einbaumessschraube/Cabeza micométrica/Schroefmaatkop/Tête de micromètre
Micrometer head/Testina micrometrica/Mikrometerhuvud/크로미터 헤드/微分头 /千分尺測頭
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安全注意事项
保障操作者的安全，请遵照本使用手册中的指示与说明使用本仪器 ,超出使用范围会影响本仪器的安全性能。

有关出口管制的注意事项
本产品属于 [ 外汇以及外国贸易法 ] 的限制对象产品，在向海外转移本产品或技术时，请事先与本公司进行协商。

1.使用环境

重要
•  请不要在阳光直接照射到的、极端炎热或寒冷的场所使用和保存本仪器。
 使用范围：温度为 0～ 40℃  、湿度为 30～ 70% 
 保存范围：温度为 – 10～ 50℃ 、湿度为 30～ 70% 
• 请避免发生急剧的温度变化。否则可能导致凝结露水而对产品的性能造成恶劣的影响。
• 请在灰尘、油或油烟较少的场所使用。

2.使用上的注意事项
重要
•  请勿让本产品受到冲击，或使用时对其施加过大的力。 另外，请避免活动测头或导向板发生剧烈的动作。
•  若不小心造成本产品跌落时，请确认其的精度及动作状况。
•  请将本产品、基准规以及测量对象与室温充分热平衡后再进行基点调整，然后进行测量。
•  进行定期校正或要求进行精密的测量时，为了减少体温对指示值的影响，请戴上厚的手套。
•  使用完毕后，要进行主体、测砧和替换垫圈等的清洁及防锈处理。如果没有清洁干净，则可能导致精确度下降或动
作不顺畅。

注释
•  有的机型指示表不属于标准附件。
•  不能使用带有橡胶波纹管的指示表，例如防水型指针式指示表。

3.各个零件的名称 
1. 锁紧装置  2. 指示表支架 3. 握柄  4. 直管  5. 测头
6. 导向板止动螺丝　或　活动测头支架 7.活动测头  8. 导向板  9.替换垫圈  
10. 测砧（替换杆） 11.支撑螺母
*  测量范围在 10 mm（.4”）以内的机型没有导向板。

4.使用方法
内径表为比较测量仪器。单独用不能发挥作为测量仪器的功能及性能。使用任何内径表，你需要一只指示表例如指针

式指示表和一只基准规例如环规或千分尺。

4-1. 安装指示表等
1) 松开锁紧装置的螺丝，将指示表插入指示表支架。
 插入指示表时，请一边确认指示表中的指示值一边缓慢插入。拧紧指示表锁紧装置的螺丝固定指示表。将硬币或

类似物插入指示表锁紧装置的螺丝凹槽后并旋转，即可将其拧紧固定。

2) 需要时，请安装千分表护盖（一部分为选配件）。（图 4-1-1）
3) 关于测量范围超过 160 mm （6.5”）的主体的导向板，需要切换导向板的方向。将导向板轻轻地按入直到尽头的位

置，从该处向顺时针方向旋转 90度。松手后，导向板恢复为原有的位置，变为可进行测量的状态。（图 4-1-2）

注释
• 使用之前，请确认测头或螺丝等没有松动。
•  在指示表锁紧装置处于拧紧的状态下，请不要强行拔插或旋转指示表，否则有可能导致本产品或指示表受损。
•  指示表支架的的指示表插入孔发生变形时，请插入公制规格为φ8 mm 、英制规格为φ9.53 mm的棒形物来进行
矫正。

•  若指示表或指示表支架的内侧、锁紧装置支架的螺丝等有脏污，则可能导致指示表无法固定牢固，请在安装之前做
好清洁工作。请不要使用带橡胶波纹管的指示表，否则有可能导致操作不良。

4-2. 尺寸设置
根据测量尺寸安装可替换测头、替换垫片、辅助测砧，或者调节微分头的调整来进行测量尺寸的设置。

活动测头的可移动范围 S 和有效测量范围 R 分别如图 4-2-1 所示。
将有效测量范围 R的中间点指定为 Po，从活动测头端点到 Po 为止的长度作为内径表的公称尺寸 L 。
建议将要测量的全公差范围的中间值设定为 L。
例如，测量尺寸为 100±0.05时，将 100设定为 L。另外，如 100.5 +0.02/-0.08 的情况下，虽然将 104.47设定为 L 比较理想，
但是除了带微分头的型号以外，不能以 0.01 mm( .00004”) 作为单位的尺寸进行调整，因此可利用替换垫片与可更换
测头的组合将 100.5 设定为 L。
•  根据可更换测头、替换垫片、辅助测砧设置尺寸
根据测量尺寸选用可更换测头或替换垫片等，并确认没有松动或晃动，确实地安装好。要安装多个替换垫片、辅

助测砧时， 请尽可能采用少的个数。（图 4-2-2）
•  调节微分头设置尺寸 
带微分头的机型可通过调节微分头来设置尺寸。仅用微分头，调节范围不足时请并用辅助测砧。调整后请固定好微

分头。（图 4-2-3）

4-3. 基点调整
调整基点时需要基准规。

•  通过环规、圆筒标准规进行基点调整
将内径表插入基准规中（环规或圆筒标准规），前后或左右摇动内径表，当活动测头插入到最深处时，将此点调整

为零点或预设值。（当指示表为指针式指示表时，请旋转刻度盘，当指示表为数显指示表时，请进行预设或调零设置）

•  通过外径千分尺进行基点调整
1) 使用块规时
用千分尺夹住作为基准尺寸的块规。用千分尺夹紧后拔出块规。在千分尺的 2个测量面之间插入内径表，前后或左
右摇动内径表，当活动测头插入到最深处时，将此点调整为零点或预设值。

2) 不使用块规时
将千分尺的测砧侧（心轴侧）朝下，以垂直方向进行固定，在 2个测量面之间调整作为基准的尺寸。此时，请勿锁
紧千分尺心轴。在千分尺的 2个测量面之间插入内径表，前后或左右摇动内径表，当活动测头插入到最深处时，将
此点调整为零点或预设值。（图 4-3）

 通过千分尺进行基点调整时，由于不能使用导向板的向心作用，因此需要熟练的技巧。使用块规、高度规、内径表
基点检测仪等时，也可以用外径千分尺同样的方法进行基点调整。

注释
•  基准规的脏污是产生测量误差的主要要因，在进行基点调整之前请做好清洁工作。
•  除用支撑螺母固定可更换测头的型号外，装卸备用测砧以及微分头时，请务必使用随附的扳手。
•  在设置测量尺寸之后和开始测量之前，请务必进行基点调整。 连续进行测量时，也尽量频繁地进行基点调整。

4-4. 测量
1)  将内径表插入测量工件。
2)  前后或左右摇动内径表。（图 4-4）
3)  读取测量值。当指示表为指针式指示表时，读取指针转幅最大时的值。
4) 读取的值与标准环规的尺寸作比较，求出测量值。

注释
•  被测量物的脏污是产生测量误差的主要要因，在进行测量之前请做好清洁工作。
•  请不要从替换杆侧插入内径表。必须从测砧、导向板侧插入，一边朝测量对象推导向板器，一边插入替换杆侧。另
外，请注意不要对内径表施加过大的力。

5. 关于延长杆（选件）
用标准的内径表则无法测量的深孔，可使用延长杆扩展测量深度。（仅限标准型、短脚型、带微分头和盲孔型） 
安装延长杆的方法（图 5）
1） 用延长杆附随的扳手固定直筒，按逆时针方向旋转测量部，然后卸下。
2） 将延长杆旋入到直筒内。
3） 将测量部旋入到延长杆内。

注释
• 请不要连接 2个或更多的延长杆。
• 若连接 500mm 以上的延长杆时，请在垂直状态下使用。
• 连接延长杆后，有可能因受到杆的偏转的影响而导致精确度下降，务请注意。
 为了降低对精确度的影响，建议采取与测量时相同的姿势来进行基点调整。

• 要确保螺丝部分固定牢固无松缓。如果固定得不够牢固，则有可能导致仪器破损、精确度不佳、操作不良。或者
零件掉落而导致人员受伤。

6.维护检查 /服务修理
•  外部有污渍时，请用柔软的干布沾上少许中性清洁剂或酒精擦拭。
 对树脂部件，请不要使用其他的有机溶剂（稀释剂、苯等）。
• 测量部内部有污渍时，请拆解测量部进行清洁。但是，由于小小孔型无法卸下，因此请将测量部浸泡在酒精中，然
后进行清洁。

• 拆解测量部的步骤
用另行购买的卡簧钳或小型的活动扳手，逆时针转动导向板止动螺丝或活动测头支架，即可拆卸。（图 6）
导向板止动螺丝的孔径：测量范围 35 mm 以下的机型为φ1 mm 、其它的为φ1.5 mm。
活动测头支架两孔间距：4.2mm

• 测量范围超过 160mm(6.5”)的型号的导向板有内置旋转止动钢球与弹簧，卸下导向板时有可能会弹出钢球，务请
注意。

注释
• 从直筒上卸下测量部后再次安装时，请使用不容易被刮伤的钳子等保持直筒 稳定，并确实地固定好测量部。
•  长期不使用时，请进行清洁、防锈处理后并保存在不易凝结露水的场所。再次使用时，请确认内径表以及指示表的
精确度和运作情况。

• 本产品的性能容易受使用状况及保存状态的影响。在考虑到客户的使用频度、环境、保存方法等的基础上，建议规
定公司内部标准的周期等，定期进行检查。

• 在本公司以外进行修理时，对仪器性能本公司概不作出任何保证。

Bore Gage Alesametro 缸徑規 / Bore Gage
安全注意事項
為保障操作者的安全，請遵照本使用手冊中的指導與說明使用本儀器，超出使用範圍會影響本器的安全性能。

有關出口管制的注意事項
本商品之客戶，應同意并遵守客戶不得直接或者間接違反日本或客戶方國家的法律，以及任何有關商品出口、再出口

的其他國際協定的行為約定。

1.使用環境

重要
• 	請勿在日光直射的場所、極其炎熱的場所、極其寒冷的場所使用與保管。
 使用範圍：溫度為 0∼ 40℃ 、濕度為 30∼ 70% 
 保存範圍：溫度為 -10∼ 50℃、濕度為 30∼ 70% 
• 請避免急劇的溫度變化。發生冷凝時，會對儀器的性能造成惡劣的影響。
• 請在灰塵、油或油霧較少的場所使用。

2.使用時的注意事項
重要
•  請勿讓本產品受到衝擊，或對其使用時施加過大的力量。 另外，請避免讓測砧或指示盤發生急遽的動作。
•  不小心造成本產品掉落時，請確認其精度及運轉情況。
•  要讓本產品、基準器及測量對象完全適應溫度後進行基點調整設置，然後進行測量。
•  進行定期校正或者精密的測量時，為了減少體溫對指示值的影響，請戴上厚的手套。
•  使用完之後，要進行本體、軸、替換墊圈等的清潔及防鏽處理。 若未確實清潔，可能導致機器的準確度降低或
動作不順暢。

注釋
•  有的機型指示器不屬於標準附件。
•  不能使用防水型千分表等附橡膠皮腔的指示器。

3.各個零件的名稱 
1. 固定器支架 2. 調節支架  3. 握把  4. 套管 (外筒 ) 5. 頭部  
6. 指示盤止動螺釘　或　連接桿支架  7.測砧（連接桿）
8. 指示盤  9. 替換墊圈  10. 軸 (替換桿 ) 11.支撐螺母
*  測量範圍為到為止的機型沒有指示器。

4.使用方法
缸徑規是比較測量儀器。本身不能發揮作為測量儀的功能及性能。使用時，必須使用數位量錶等指示器、以及設置環、

測微器等基準器。

4-1. 安裝指示表等
1) 鬆開固定器支架的螺釘，將指示器插入千分表支架。
 插入指示器時，請一邊確認指示器中的指示值一邊緩緩插入。旋緊固定器支架的螺釘以固定指示器。在固定器支

架的螺釘溝槽中插入硬幣並旋轉，即可加以鎖緊固定。

2) 需要時要安裝千分表的保護蓋 (部分為選項 )。(圖 4-1-1)
3） 對於測量範圍超過 160 mm (6.5)的主機的指示盤，必須切換指示盤的方向。將指示盤輕輕地按到盡頭，從該處向
順時針方向旋轉 90度。放開手後，指示盤又恢復到原來的位置，變為可測量的狀態。(圖 4-1-2)

注釋
• 使用之前，請確認頭部或螺釘等沒有鬆弛。
•  在固定器處於擰緊的狀態下，請勿強行拔出或旋轉指示器，否則可能會損壞本產品或指示器。
• 千分表支架的指示器插入孔發生變形時，請插入毫米規格為φ8 mm 、英寸規格為φ9.53 mm的棒以進行矯正。
•  若指示器或千分表支架的內側、固定器支架的螺釘等有髒污，則可能導致指示器無法固定牢固，請在安裝之前請確
實清潔。

4-2. 設置尺寸
根據測量尺寸安裝替換桿、替換墊圈、子軸，或者根據千分尺測頭的調整進行測量尺寸的設置。

測砧的可動範圍 S及有效測量範圍 R分別如圖 4-2-1所示。
以有效測量範圍 R的中心 Po為中間點，從替換桿前端到 Po為止的長度為圓柱測量儀的標稱尺寸 L。
建議將要測量的全公差範圍的中間值設置為 L。
例如，測量尺寸為 100±0.05時，將 100設置為 L。另外，如 100.5 +0.02/-0.08 的情況時，雖然將 104.47設置為 L比較理想，
但是除了附有千分尺測頭的機型之外，其餘機型無法調整至 0.01 mm單位，因此在可設定的範圍內設定最靠近中央
值的 100.5為 L。
•  根據替換桿、替換墊圈、輔助砧設置尺寸
根據測量尺寸選用替換桿或替換墊圈等，並確認沒有鬆弛或鬆動，確實地安裝好。安裝多個替換墊圈、輔助砧時，

請分別按照各自的最小個數進行安裝。（圖 4-2-2）

•  根據千分尺測頭設置尺寸
 附有千分尺測頭的機型需通過調整千分尺測頭來設置尺寸。如僅使用千分尺測頭導致調整範圍不足時請併用輔助砧。
調整後請固定千分尺測頭。（圖 4-2-3） 

4-3. 基點設置
調整基點時需要基準器。

•  以設置環、缸徑規進行基點調整
將缸徑規插入做為指示器用的環規或圓柱標準規，搖動缸徑規，當測砧插入到最深處時，將此點調整為零點或預設值。

（當指示器為千分表時，請旋轉刻度板；當指示器為數位式指示器時，請進行預設或設置歸零。）

•  以外徑千分尺進行基點調整
1)使用塊規時
用千分尺夾住作為基準尺寸的塊規。用千分尺夾緊後拔出塊規。將缸徑規插入千分尺的 2個測量面之間並搖動，當
測砧插入到最深處時，將此點調整為零點或預設值。

2)不使用塊規時
將千分尺的頭部一側 ( 軸側 ) 朝下縱向進行固定，在 2 個測量面之間調整作為基準的尺寸。此時，請勿夾緊千分尺。
將缸徑規插入千分尺的 2個測量面之間並搖動，當測砧插入到最深處時，將此點調整為零點或預設值。（圖 4-3）
以千分尺進行基點調整時，由於根據指示盤的向心作用不容易控制，需要熟練的技巧。塊規、高度規、缸徑規基點

檢測儀等也可以用與千分尺同樣的方法進行基點調整。

注釋
•  基準器的髒污是產生測量誤差的主要原因，在歸零調整之前請確實清潔。
•  用支撐螺母固定替換桿的機型除外，裝卸替換桿及千分尺測頭時，請務必使用附帶的扳手。
•  設置測量尺寸之後獲開始測量之前請務必進行基點調整。連續進行測量時，也盡量頻繁地進行基點調整。

4-4. 測量
1) 將缸徑規插入測量對象。
2)  搖動缸徑規。 (圖 4-4)
3)  讀取指示器的值。當指示器為千分表時，讀取指針轉幅最大時的值。
4) 讀取的值與標準規的尺寸做比較，求出測量值。

注釋
•  被測量物的髒污是產生測量誤差的主要原因，在測量之前請確實清潔。
•  請勿從替換桿側插入缸徑規，必須從測頭、指示盤一側插入，一邊朝測量對象按住指示盤一邊插入到替換桿側。另
外，請留意勿對缸徑規施加外力衝擊。

5. 關於延長桿 (特別附件 )
進行用標準的缸徑規無法測量的深孔的測量時，使用延長桿可以延長測量深度。(僅限於標準型、短腳型、附千分
尺測頭與淺孔型的機型 )
延長桿的安裝方法 (圖 5)
1) 用延長桿所附帶的扳手固定外筒，按逆時針方向旋轉測頭，然後取下。
2）將延長桿旋進外筒。
3）將測頭擰進延長桿。

注釋
• 請勿連接 2個以上的延長桿。
• 若連接 500mm以上的延長桿時，請在垂直狀態下使用。
• 連接延長桿後，有可能因為彎曲度之影響而導致準確度有所變化，請務必留意。
 為了減輕對精度的影響，推薦採用與測量時相同的姿勢進行基點設置。

• 要確保螺釘部分固定確實。如果固定得不夠確實，會導致儀器損損、精度不良，或者零件脫落從而造成人員受傷
等事件的發生。

6.維護檢查 /修理
•  外部的污漬請用乾的軟布沾一點中性清潔劑或酒精擦拭。
 對樹脂部件請勿使用有機溶劑 (稀釋劑，揮發油等 )。
• 測頭內部有污漬時，請拆下測頭進行清潔。但是，因小口徑機型無法拆卸，故請將測頭浸泡在酒精中，然後進行清潔。
• 拆卸測頭的步驟
用市面上販售的卡簧鉗或小型的活動扳手反時計轉動指示盤止動螺釘或連接桿支架，即可拆卸。（圖 6）
指示盤止動螺釘的孔徑：測量範圍為 35 mm以下的機型是φ1 mm ，其它的是φ1.5 mm。
連接桿支架的二面幅度：4.2mm

• 測量範圍超過 160mm(6.5”)的機型內置有停止指示盤的鋼球與彈簧，拆卸指示盤時鋼球可能會跳出，拆卸時請
注意。

注釋
• 從外筒套管中拆卸測頭後再次安裝時，請使用難於被刮傷的鉗子等，保持外筒套管穩定，確實地固定好測頭。
•  長期不使用時，請進行清潔及防鏽處理後保存在不易冷凝的場所。再次使用時，請確認缸徑規及指示器的精度及運
作情況。

• 本產品的性能受使用狀況及保存狀態的影響很大。在考慮客戶的使用頻率、環境、保存方法的基礎上，建議確定
公司內部標準的週期，定期進行檢查。

• 在本公司以外進行修理時，本公司對儀器性能不做任何保證。

실린더 게이지 / Bore Gage
안전에 관한 주의 사항
상품의 사용에 있어서 기재된 사양 , 성능 , 사용상의 주의 사항에 따라서 사용하여 주십 시오 . 
기타의방법으로 사용하면 안전을 해칠 가능성이 있습니다 .

수출규제에 관한 주의사항
고객님이 직간접적으로 일본 또는 고객님 본국의 법률 및 모든 상품의 수출재수출에 관한 기타 국제협정에 위반하는 
행위를 하지 않는다는 확약에 고객님께서 합의하시는 것으로 간주합니다 .

1. 사용 환경
중요
• 극단적으로 더운 곳 , 추운 곳에서의 사용 , 보관은 피해주시고 직사광선으로부터 안전한 곳에 보관하십시오 .  
 사용 범위 ：온도 0∼ 40℃ , 습도 30∼ 70％ 
 보존 범위 ：온도 – 10∼ 50℃ , 습도 30∼ 70％ 
• 급격한 온도변화를 피해 주십시오 . 결로로 성능에 악영향을 미치는 경우가 있습니다 .
• 먼지나 기름 , 오일 분진이 적은 장소에서 사용해 주십시오 . 직사광선이 닿지 않는 장소에서 사용해 주십시오 .

2. 사용상의 주의
중요
•  본 제품에 충격이나 과도한 힘을 가하지 마십시오 . 또한 , 측정자나 가이드의 급격한 작동을 피해 주십시오 .
•  잘못해서 본 제품을 낙하시킨 경우에는 정밀도 및 작동을 확인해 주십시오 .
•  본 제품과 기준기 및 측정 대상은 충분히 주변 온도에 적응시킨 후 기점 조정  및 측정을 해 주십시오 .
•  정기 교정 또는 정밀한 측정이 요구되는 경우에는 체온으로 인한 지시치의 영향을 적게 하기 위해서 두꺼운 장갑을 
착용해 주십시오 .

•  사용 후에는 본체 , 앤빌 , 교체용 와셔 등의 청소 및 방청 등의 조치를 해 주십시오 . 청소가 불충분하면 정도와 작동
이 나빠질 수 있습니다 .

주기
•  지시기는 표준으로 들어 있지 않는 기종도 있습니다 .
•  방수 타입 다이얼 게이지 등 벨로우즈가 부착된 지시기는 사용할 수 없습니다 . 

3. 각부의 명칭 
1. 클램프 홀더 2. 다이얼 홀더 3. 그립 (손잡이 ) 4. 파이프 (외통 ) 5. 헤드
6. 가이드 스톱퍼 나사 또는 콘택트 로드 홀더 7.측정자 (콘택트 로드） 8. 가이드（안내판） 
9. 교체용 와셔  10. 앤빌（교체용 로드） 11. 서포팅 너트
※측정 범위가 10 mm（ .4 ”）까지의 기종에는 가이드가 없습니다 .

4. 사용 방법
실린더 게이지는 비교 측정기입니다 . 실린더 게이지만으로는 측정기로서의 기능 , 성능을 발휘할 수 없습니다 . 
사용하실 때에는 지시기가 되는 다이얼 게이지 또는 디지매틱 인디케이터 및 기준기가 되는 셋팅 링 , 마이크로미터 
등을 이용한 기점 조정 이 필요합니다 . 
4-1. 지시기의 부착 등
1) 클램프 홀더의 나사를 풀고 지시기를 다이얼 홀더에 끼웁니다 .
 지시기가 가리키는 값을 확인하면서 천천히 끼워 넣고 , 클램프 홀더의 나사를 조여 지시기를 고정합니다 .
 클램프 홀더의 나사머리에 있는 홈에 동전 등을 넣고 돌리면 단단히 조일 수 있습니다 .
2) 다이얼 게이지 보호 커버 (일부 옵션 )를 필요에 따라 부착합니다 .(그림 4-1-1) 
3） 측정 범위가 160 mm（6.5 ”）를 초과하는 본체의 가이드에 대해서는 가이드 방향을 바꿀 필요가 있습니다 . 가이
드를 주의하며 닿는 위치까지 밀어 넣고 , 그곳에서 시계방향으로 90° 회전시킵니다 . 손을 놓으면 가이드가 원
래 위치로 복귀해서 측정 가능한 상태로 됩니다 . （그림 4-1-2）

주기
•	사용하기 전에 헤드나 나사 등이 느슨하지 않은지 확인해 주십시오 .
•  다이얼 클램프를 조인 상태에서 지시기를 탈착시키거나 회전시키지 마십시오 . 본 제품이나 지시기를 파손시킬 우
려가 있습니다 .

•  다이얼 클램프의 지시기 삽입 구멍을 잘못해서 변형시킨 경우 , 미리 사양은 φ 8 mm, 인치 사양은 φ 9.53 mm의 
봉의 것을 끼워서 교정해 주십시오 .

•  지시기나 다이얼 홀더의 안쪽 , 클램프 홀더의 나사 등이 더러우면 지시기가 단단하게 고정되지 않을 수 있으니 부
착하기 전에 청소를 해 주십시오 .

4-2. 치수 설정
앤빌 , 교체용 와셔 , 서브 앤빌의 부착 , 또는 마이크로미터 헤드를 조정하여 측정할 치수를 설정합니다 . 
측정자의 이동 범위 S 와 유효 측정 범위 R 은 각각 하기 그림 4-2-1 와 같습니다 .
유효 측정 범위 R의 중심을 Po라 했을 때 앤빌 끝에서 Po까지의 길이를 호칭 치수 L이라 합니다 .
예를 들면 측정 치수가 100± 0.05 인 경우에는 100을 L로 설정합니다 . 또한 , 100.5 +0.02/-0.08 과 같은 경우에는 100.47
을 L로 설정하는 것이 이상적이지만 , 마이크로미터 헤드 부착 기종 이외에서는 0.01 mm（ .00004 ” ） 단위로의 치
수 조정은 불가능하기 때문에 , 설정 가능한 값 중에서 가장 중앙값에 가까운 100.5로 설정합니다 .
•앤빌 , 교체용 와셔 , 서브 앤빌에 의한 치수 설정
 측정할 치수에 맞춰 앤빌이나 교체용 와셔 등을 선정하고 , 느슨하거나 흔들리지 않게 단단히 부착합니다 . 교체용 
와셔 , 서브 앤빌을 여러 개 부착할 경우에는 각각의 개수가 최소가 되도록 해 주십시오 . (그림 4-2-2)

•  교체용 로드 , 교체용 와셔 , 서브 앤빌에 의한 치수 설정
 마이크로미터 헤드 부착 기종은 마이크로미터 헤드를 조정해서 치수를 설정합니다 . 마이크로미터 헤드만으로 조
정 범위가 부족할 경우에는 서브 앤빌을 병용해 주십시오 . 조정 후에는 마이크로미터 헤드를 클램프해 주십시오 . 
（그림 4-2-3）

4-3.기점 조정 
기점 조정 에는 기준기가 필요합니다 . 
•  셋팅 링 , 원통 마스터 게이지에 의한 기점 조정 
 기준기가 되는 셋팅 링 또는 원통 마스터 게이지에 실린더 게이지를 삽입하고 , 실린더 게이지를 움직여서 측정자
가 가장 깊게 누른 점을 영점 또는 프리 세팅 값에 맞춥니다 . (지시기가 다이얼 게이지인 경우는 눈금판을 회전시
킵니다 . 디지매틱 인디케이터인 경우에는 프리 세팅 또는 영점 세팅을 합니다 )

•  외측 마이크로미터에 의한 기점 조정  
1）게이지 블록을 사용하는 경우
 마이크로미터에 기준이 되는 치수의 게이지 블록을 끼웁니다 . 마이크로미터를 클램프하고 나서 게이지 블록을 빼
냅니다 . 마이크로미터의 측정면 사이에 실린더 게이지를 삽입하고 움직여서 측정자가 가장 깊게 누른 점을 영점 
또는 프리 세팅 값에 맞춥니다 .

2）게이지 블록을 사용하지 않는 경우
 마이크로미터의 헤드 측 (스핀들 측 )을 아래로 향하도록 해서 세로 자세로 고정하고 , 측정면 사이를 기준이 되는 
치수로 조정합니다 . 이때 마이크로미터는 클램프하지 마십시오 . 마이크로미터의 측정면 사이에 실린더 게이지를 
삽입하고 움직여서 측정자가 가장 깊게 누른 점을 영점 또는 프리 세팅 값에 맞춥니다 . (그림 4-3）

 마이크로미터에 의한 기점 조정 은 가이드에 의한 구심작용을 얻을 수 없기 때문에 어느 정도의 숙련이 필요합니
다 . 게이지 블록 , 하이트마스터 , 실린더 게이지 영점 체커로도 외측 마이크로미터와 동일한 방법으로 기점 조정 
을 할 수 있습니다 .

주기
•  기준기의 오염은 오차의 원인이 되므로 기점 조정 을 하기 전에 청소해 주십시오 .
•  앤빌을 서포팅 너트로 고정하는 기종을 제외하고 , 앤빌 및 마이크로미터 헤드 탈착 시에는 반드시 부속된 스패너
를 사용해 주십시오 .

•  측정 치수의 설정 후나 측정 전에는 반드시 기점 조정 을 해 주십시오 . 연속해서 측정하는 경우에도 , 가능한 한 자
주 기점 조정 을 해 주십시오 .

4-4. 측정
1) 피측정물에 실린더 게이지를 끼웁니다 .
2) 실린더 게이지를 움직입니다 . (그림 4-4）
3) 값을 읽습니다 . 지시기가 다이얼 게이지인 경우 지침이 가장 크게 흔들렸던 점을 읽습니다 . 
4） 읽은 값과 기준기의 치수를 비교해서 측정값을 도출합니다 .

주기
•  피측정물의 오염은 오차의 원인이 되므로 측정 전에 청소해  주십시오 . 
•  피측정물에는 측정자 •가이드 측을 먼저 끼워 주십시오 . 그 다음 , 가이드를 피측정물에 밀면서 앤빌 쪽을 끼워 주
십시오 .

5. 확장 로드 (특별 부속품 )에 대해서
표준 실린더 게이지로는 측정할 수 없는 깊은 구멍을 측정하는 경우에는 확장 로드를 사용해서 측정 깊이를 연장할 
수 있습니다 .（표준형 , 짧은 다리형 , 마이크로미터 헤드 부착형 , 블라인드 홀 기종에만 해당）
확장 로드 부착 방법（그림 5）
1） 확장 로드에 부속되어 있는 스패너로 파이프를 고정하고 , 헤드를 반시계 방향으로 회전시켜서 제거합니다 . 
2） 확장 로드를 파이프에 밀어 넣습니다 .
3)헤드를 확장 로드에 밀어 넣습니다 .

주기
•  확장 로드는 2개 이상 이어서 사용하지 마십시오 .
•  500mm이상의 확장 로드를 연결한 경우에는 수직 자세로 사용해 주십시오 .
• 확장 로드를 연결하면 휨 현상 등의 영향으로 정도가 변할 수 있으므로 주의 하십시오 .
 정도에 미치는 영향을 경감하기 위해서 측정하는 자세와 같은 자세로 기점 조정을 하실 것을 권장합니다 .
• 나사부는 헐겁지 않도록 확실하게 조여 주십시오 . 확실하게 고정되지 않은 경우 , 파손이나 정밀도·작동 불량의 
원인이 되거나 부품 낙하에 의한 부상을 입거나 할 가능성이 있습니다 .

6. 보수 점검 •수리
•  외부의 오염은 부드럽고 마른 천이나 중성세제 또는 알코올을 소량 묻힌 천으로 닦아냅니다 . 수지 부품에는 다른 
유기용제（신너 , 벤젠 등）는 사용하지 마십시오 .

• 헤드 내부가 더러운 경우에는 헤드를 분해해서 세정해 주십시오 . 단 , 작은 홀형은 분해를 할 수 없으니 헤드를 알
코올에 담가서 세정해 주십시오 .  

• 헤드 분해 순서
시판의 스냅링 플라이어나 소형 멍키 스패너를 이용해 가이드 스톱퍼 나사 또는 콘택드 로드 홀더를 반시계 방향으
로 돌리면 분해됩니다 . (그림 6）
가이드 스톱퍼 나사의 구멍지름：측정 범위 35 mm 이하인 기종 φ1 mm, 그 외 φ1.5 mm
콘택트 로드 홀더의 맞변 거리：4.2mm

• 측정 범위가 160mm(6.5”)를 초과하는 기종에는 가이드의 고정용 볼과 스프링이 내장되어 있어 , 가이드 제거 시
에 튀어나올 우려가 있으니 주의해 주십시오 .

주기
•  파이프에서 헤드를 제거했다가 다시 부착하는 경우에는 흠집이 잘 나지 않는 플라이어 등으로 파이프를 고정하고 
헤드를 확실히 조여 주십시오 .

•  장기간 사용하지 않는 경우에는 청소 및 방청 조치를 해서 결로가 생기지 않는 장소에 보관해 주십시오 . 다시 사용할 
때는 실린더 게이지 및 지시기의 정도 , 작동을 확인해 주십시오 .

• 본 제품의 성능은 사용 상황이나 보존 상태에 크게 좌우됩니다 . 고객님의 사용 빈도 •환경 •보관 방법 등을 고려하
신 후에 사내 규격 등에 주기를 정해 정기적으로 점검하실 것을 권장합니다 .

• 폐사 이외에서 수리하신 경우의 성능은 폐사의 보증 대상에서 제외됩니다 .

Printed in Japan

Safety Precautions
To ensure operator safely, use this instrument in conformance with the directions and specifications given in this User’s Manual.

Export Control Compliance
The goods, technologies or software described herein may be subject to National or International, or Japanese Export Controls. To export directly 
or indirectly such matter without due approval from the appropriate authorities may therefore be a breach of export control regulations and the 
law.

1. Operating Environments
IMPORTANT
• 	 Avoid using or storing this instrument at sites where it is exposed to direct sunlight, an extremely high or low temperature.
	 Working range: Temperature; 0 to 40°C, Humidity; 30 to 70%
	 Storing range: Temperature; -10 to 50°C, Humidity; 30 to 70%
• 	 Avoid using the instrument at a site with a significant temperature fluctuation. Condensation might adversely affect the performance.
• 	 Use the instrument at sites with as little dust, oil, and oil mist as possible.

2. Cautions on use
IMPORTANT
• 	 Do not strike the instrument or allow it to be struck. Also avoid bringing the contact rod or guide into abrupt operation.
• 	 If this product is dropped by mistake, check the accuracy and operation. 
• 	 A master gage and an object to be measured before starting measurement. Use the instrument at a site which is subject to as little 

thermal fluctuation as possible.
• 	 Do not use the instrument while holding the pipe. If periodic calibration or precision measurement is required, wear thick gloves to 

minimize your body temperature’s influence on the reading.
• 	 After use, be sure to clean the main unit, anvil, replacement washer, etc. and apply anti-corrosive treatment to them. If these parts are 

not cleaned sufficiently, it might degrade the accuracy and operation of this instrument.

NOTE
• 	 The indicator might not be a standard accessory in some models.
• 	 You cannot use indicators equipped with rubber bellows such as waterproof type dial indicators.

3. Parts Names 
1. Clamp holder		 2. Dial holder		  3. Grip		  4. Pipe	

5. Head		  6. Guide stopper screw or Contact rod holder	  7. Contact rod		

8. Guide		  9. Replacement washer	 10. Anvil (Replacing rod)	 11. Supporting nut

*  Models of which measuring range is 10 mm (.4”) or less do not have guides.

4. Usage
The bore gage is a comparative measurement instrument. However, this gage cannot function or perform as a measurement instrument if used 
alone. When using any bore gage, you need an indicator such as a dial indicator and a reference gage such as a ring gage or micrometer.

4-1. Attaching the indicator
1)	 Loosen the clamp holder screw and then insert the indicator into the dial holder.
	 Slowly insert the indicator while checking the indicator’s reading, then fasten the clamp holder screw to fix the indicator in place. 
	 To more tightly fasten the clamp holder screw, turn a coin or something like that while inserting it into the groove on the screw head.
2)	 Attach the dial gage protection cover (optional in some models) as required (Figure 4-1-1).
3)	 If the measuring range is more than 160 mm (6.5”), the direction of the main unit’s guide must be switched. Insert the guide until it contacts 

the end, and then rotate it 90° clockwise (Figure 4-1-2).

NOTE
• 	 Before use, check the measuring head and screws for looseness.
• 	 Do not remove, insert or rotate the indicator with the dial clamp fastened. This could damage the product or indicator.
•	 If the indicator insertion hole of the dial holder is deformed by mistake, correct it by inserting a φ8 mm rod (for metric speci-

fications) or a φ9.53 mm rod (for inch specifications).
• 	 If the indicator, dial holder’s inside, clamp holder screw, etc. should be stained, the indicator may not be securely fixed in place. Be sure 

to clean them before attaching the indicator.

4-2. Dimension settings
Set a dimension to be measured by attaching the anvil, replacement washer and sub-anvil or adjusting the micrometer head.

The range of Contact rod (S) and the effective measuring range (R) are shown (Figure 4-2-1).
If the central value of effective measuring range R is designated as Po, a length from the anvil end to Po is referred to as nominal size L.
It is recommended to set the mean value of the whole measurement tolerance range to L.
For example, if the measurement dimension is 100±0.05, set 100 to L. In addition, if a measured dimension is 100.5 +0.02/-0.08, it is ideal to set L to 
100.47. Since a model other than that equipped with a micrometer head, however, is not allowed to set L in units of 0.01 mm, you should set L 
to 100.5 that is closest to the central value among those settable.
• 	Dimension setting with anvil, replacement washer and sub-anvil

Select an anvil, replacement washer and others in accordance with a measured dimension, and then securely attach them so as to remove 
looseness or play. If multiple replacement washers and sub-anvils are necessary to be attached, make the number of individuals minimal. (Figure 
4-2-2)

• 	Setting the dimension by adjusting the micrometer head 
As for a model equipped with a micrometer head, set a measured dimension by adjusting the micrometer head. If the adjusting range is insuf-
ficient only with the micrometer head, use any sub-anvil concurrently. After adjustment, clamp the micrometer head. (Figure 4-2-3)

4-3. Datum point adjustment
The reference gage is necessary for datum point adjustment. 
• 	Datum point adjustment using the ring gage or cylinder master gage

Insert the bore gage into a ring gage or cylinder master gage as the reference gage. While vertically and horizontally swinging the bore gage, 
adjust it to a point where the contact rod is inserted deepest to set the point to zero or a preset value. (To do this, rotate the dial face for a dial 
indicator, and perform presetting or zero-setting for a Digimatic indicator.)

• 	Datum point adjustment using the outside micrometer 
1) Adjustment with a gauge block

Pinch a gauge block to be the reference dimension between the micrometer’s measuring faces. Clamp the micrometer and then pull out the 
gauge block. Insert the bore gage between the micrometer’s measuring faces. While vertically and horizontally swinging the bore gage, adjust 
it to a point where the contact rod is inserted deepest to set the point to zero or a preset value. 

2) Adjustment without a gauge block
Fix the micrometer in a vertical attitude with its head side (spindle side) downward, and then adjust a distance between the measuring faces to 
the reference dimension. At this time, do not clamp the micrometer spindle. Insert the bore gage between the micrometer’s measuring faces. 
While vertically and horizontally swinging the bore gage, adjust it to a point where the contact rod is inserted deepest to set the point to zero or 
a preset value. (Figure 4-3)
Some skill is required for this operation because the centripetal force by the guide cannot be used during datum point  adjustment using the 
micrometer. A gauge block, height master and bore gage zero-checker are also allowed to perform datum point adjustment in the same 
way as for an outside micrometer.

NOTE
• 	 Dirt in the master gage can lead to errors in measurement. Be sure to clean the master gage before performing datum point 

adjustment.
• 	 Use only the supplied wrench to attach/detach the anvil and micrometer head except for models that use the supporting nut to fix the 

anvil.
• 	 Always perform datum point adjustment after setting the measurement dimension and before starting measurement. Even in the 

case of continuous measurement,  perform datum point adjustment as frequently as possible.

4-4. Measurement
1)	 Insert the bore gage into a workpiece to be measured. 
2)	 Vertically and horizontally swing the bore gage.  (Figure 4-4)
3)	 Read a measured value. When using a dial indicator as the indicator, read the maximum run-out value of the indicator.
4)	 Compare the readout value with the reference gage dimension to determine the measured value.

NOTE
• 	 Dirt on the object to be measured can lead to errors in measurement. Be sure to clean the object to be measured  before starting 

measurement.
• 	 First insert the contact point/guide side of the bore gage into a workpiece. Then insert its anvil side while pushing the guide onto the 

workpiece.

5. About Extension Rod (Optional Accessory)
The measuring depth can be extended using the extension rod to measure a deep hole that cannot be measured with the standard bore gage. 
(Available only for a standard model, short leg model, micrometer-head equipped model, and blind holes model.)
Extension rod attachment procedure (Figure 5)
1) 	 While holding the pipe with the wrench provided with an extension rod, rotate the head counterclockwise to remove it.
2)	 Screw the extension rod into the pipe.
3) 	 Screw the head into the extension rod.

NOTE
• 	 Do not connect multiple extension rods.
• 	 When using an extension rod of 500 mm or longer, perform measurement vertically.
• 	 Note that the accuracy of measurement when using an extension rod might be degraded by factors such as rod deflection.
 To reduce the effect on the measuring accuracy, it is recommendable to perform datum point adjustment in the gage attitude identical 

to that for measurement.
• 	 Tighten the screw part so that it will not loosen. If it is not tightly fixed, a breakage, inaccuracy, malfunction, or part drop might occur 

causing an injury.

6. Maintenance, Checking, Servicing, and Repairing
• 	Wipe off outside stains with a soft dry cloth or cloth soaked with neutral detergent or alcohol.
	 Do not use other organic solvents (such as thinner or benzene) for resin parts.
• 	If the inside of the head is stained, disassemble the head to clean the inside. However, clean a small holes model head by soaking it in alcohol 

since it cannot be disassembled.
• 	Procedure for disassembling the head
	 To disassemble the head, turn the guide stopper screw or contact rod holder counterclockwise using a commercial snap ring pliers or adjust-

able-end wrench. (Figure 6)
Guide stopper screw hole diameter: φ1mm for models with a measuring range of 35mm or less, or φ1.5mm for other models
Width between 2 faces on contact rod holder: 4.2mm

• 	The guide has a built-in rotation stopper ball and spring for models with a measuring range of more than 160mm (6.5”). Be aware that the ball 
might pop out upon detaching the guide.

NOTE
• 	When reattaching the head after detaching from the pipe, securely fasten the head while holding the pipe with such pliers as give little 

scratch.
• 	If the gage is not to be used for a long time, clean it, apply an anti-corrosive treatment, and then store it in a place without condensation.

When reusing this instrument after long-term nonuse, be sure to check the accuracy and operation of the bore gage and indicator.
• 	The performance of this product largely relies on the usage and storage conditions. It is recommended to stipulate an inspection period 

in your internal standards or another document considering the usage frequency, environment, storage method, and other elements, and 
periodically inspect the product.

• 	Mitutoyo does not guarantee the performance if a third party repairs the product.

Precauzioni relative alla sicurezza
Per garantire la sicurezza dell’operatore, utilizzare questo strumento in conformità alle direttive e alle specifiche fornite nel manuale d’uso.

Note sulle Norme di Esportazione
Rimane implicito che vi impegnerete a non compiere alcuna azione che, diretta o indiretta, violi leggi o norme del Giappone o del vs. Paese, 
o qualsiasi altro trattato internazionale relativo all’esportazione o riesportazione di qualsiasi prodotto.

1. Condizioni di funzionamento
IMPORTANTE
• 	 Evitare l’impiego o l’immagazzinaggio di questo strumento in luoghi esposti alla luce solare diretta o soggetti a temperature molto alte 

o molto basse.
	 Intervallo di utilizzo: Temperatura: 0 - 40°C, Umidità: 30 - 70% 
	 Intervallo per l’immagazzinaggio: Temperatura: -10 - 50°C, Umidità: 30 - 70% 
• 	 Evitare di usare lo strumento in un luogo caratterizzato da significative oscillazioni della temperatura. 
	 La condensa può pregiudicare il funzionamento.
• 	 Usare lo strumento in luoghi il meno possibile esposti alla polvere, all’olio e alla nebbia d’olio.

2. Avvertenze d’uso

IMPORTANTE
• 	 Non urtare lo strumento.  Non usare l’asta di contatto o la guida in maniera brusca.
• 	 Se questo prodotto cade accidentalmente, controllarne la precisione e il funzionamento.
• 	 Prima di iniziare la misura, azzerare lo strumento con un master di taratura o con un micrometro per la misurazione. Usare lo strumento 

in un luogo che sia esposto il meno possibile a oscillazioni termiche.
• 	 Non usare lo strumento tenendolo per il tubo. Se occorre eseguire una calibrazione periodica o una misurazione di precisione, indossare 

guanti spessi per ridurre al minimo l’influsso della temperatura corporea sulla lettura.
• 	 Non è possibile utilizzare comparatori dotati di soffietti in gomma come, per esempio, il comparatore analogico di tipo impermeabile. Se 

queste parti non sono sufficientemente pulite, peggiora il grado di precisione e il funzionamento di questo strumento.

NOTA
• 	 Il comparatore può non essere un accessorio standard in alcuni modelli.
• 	 Non è possibile utilizzare indicatori dotati di soffietti in gomma come, per esempio, gli indicatori a quadrante di tipo impermeabile.

3. Nome dei componenti
1. Supporto dell’elemento di bloccaggio	 2. Supporto quadrante	 3. Impugnatura		 4. Tubo (cilindro esterno)		

5. Testina			   6. Vite di fermo della guida o supporto dell’asta di contatto	 7. Asta di contatto

8. Guida	 9. Rondella di sostituzione 10. Incudine (Astina intercambiabile)		  11. Dado di supporto

*  I modelli il cui campo di misura è 10 mm (.4”) o meno non hanno le guide.

4. Utilizzo
L’alesametro è uno strumento di misura comparativo e quindi non può funzionare se viene utilizzato da solo. Quando si utilizza un alesametro, è 
necessario un comparatore come, ad esempio, un comparatore analogico e un calibro di riferimento come un anello di taratura o un micrometro.
4-1. Applicazione del comparatore
1)	 Allentare la vite del supporto dell’elemento di bloccaggio e inserire il comparatore nel supporto del quadrante.
	 Inserire lentamente il comparatore controllando il valore che compare sull’indicatore e fissare poi la vite del supporto dell’elemento di 

bloccaggio per fissare il comparatore in posizione.
	 Per fissare in maniera più sicura la vite del supporto dell’elemento di bloccaggio, ruotare con una moneta, o altro simile, inserendola nella 

scanalatura sulla testa della vite.
2)	 Applicare la copertura di protezione del comparatore (optional in alcuni modelli) come richiesto (figura 4-1-1).
3)	 Se il campo di misura è superiore a 160 mm (6,5”), la direzione della guida dell’unità principale va cambiata. Inserire la guida fino in fondo, 

quindi ruotarla di 90° in senso orario. Una volta rilasciata, la guida ritorna nella posizione originaria; a questo punto è possibile effettuare la 
misurazione (figura 4-1-2).

NOTA
• 	 Prima dell’utilizzo, controllare se la testa di misurazione e le viti sono allentate.
• 	 Non rimuovere, inserire, né ruotare il comparatore se il bloccaggio del quadrante è fissato, altrimenti si potrebbe danneggiare il 

prodotto o il comparatore.
• 	 Se il foro di inserimento del comparatore per il supporto del quadrante è deformato aggiustarlo, inserendo un’asta di φ8 mm (per 

sistemi di misura metrico-decimali) o un’asta da φ9,53 mm (per sistemi di misura anglosassoni).
• 	 Se il comparatore, l’interno del supporto del quadrante, la vite del supporto dell’elemento di bloccaggio, ecc. sono sporchi, è possibile 

che il comparatore non sia fissato in posizione. Pulirli prima di installare il comparatore.

4-2. Impostazioni della dimensione
Regolare in base alla dimensione da misurare, applicando l’incudine, la rondella di sostituzione e il sotto-incudine o regolando la testina micrometrica.
Sono indicati l’intervallo dell’asta di contatto (S) e l’intervallo di misurazione effettivo (R) (fig. 4-2-1).
Se il valore centrale dell’intervallo di misurazione effettivo R è definito come Po, la lunghezza compresa fra l’estremità dell’incudine e Po è definita 
come la dimensione nominale L.
Si raccomanda di impostare su L il valore principale dell’intero campo di tolleranza della misurazione.
Per esempio, se la dimensione di misura è 100±0,05, è ideale impostare L a 100. In aggiunta, se una dimensione misurata è 100,5 +0,02/-0,08, l’ideale 
è regolare L a 100,47. Poiché, nel caso di un modello diverso da quello dotato di testina micrometrica, non è possibile regolare L in incrementi di 
0,01 mm, regolare L a 100,5 che è il valore più vicino a quello centrale fra quelli specificabili.
• Regolazione delle dimensioni con l’incudine, la rondella di sostituzione e il sotto-incudine

Selezionare l’incudine, la rondella di sostituzione e gli altri elementi in base alle dimensioni misurate e applicarli quindi in modo fermo per 
evitarne l’allentamento o il gioco. Diminuire al minimo il numero di rondelle di sostituzione e di sotto-incudini nel caso in cui sia necessario 
installarne più di uno. (Fig. 4-2-2)

• 	Impostazione della dimensione regolando la testina micrometrica
Impostare la lunghezza da misurare regolando la testina micrometrica procedendo come previsto nel caso di un modello dotato di testina 
micrometrica. Se con la testina micrometrica l’intervallo di regolazione è insufficiente, utilizzare contemporaneamente anche un sotto-
incudine. Dopo la regolazione, serrare la testina micrometrica. (Fig. 4-2-3)

4-3. Regolazione del punto di riferimento
Per la regolazione del punto di riferimento è necessario usare l’anello di riscontro.
• 	Regolazione del punto di riferimento usando l’anello di riscontro o il cilindro di riscontro 

Inserire l’alesametro nell’anello di taratura o nel calibro campione cilindrico come calibro di riferimento. Facendo oscillare verticalmente e 
orizzontalmente l’alesametro, regolarlo nel punto in cui l’asta di contatto rientra più in profonidtà e specificare quindi tale punto come zero 
o un valore predefinito. (Per fare ciò, ruotare la parte frontale del comparatore analogico ed effettuare l’impostazione preset o l’impostazione 
del punto zero per il comparatore analogico.)

• 	Regolazione del punto di riferimento usando un micrometro esterno
1) Regolazione con un blocchetto di riscontro

Stringere un blocchetto di riscontro da usare come riferimento fra le superfici di misurazione del micrometro. Bloccare il micrometro ed 
estrarre il blocchetto di riscontro. Inserire l’alesametro fra le superfici di misurazione del micrometro. Facendo oscillare verticalmente e 
orizzontalmente l’alesametro, regolarlo nel punto in cui l’asta di contatto rientra più in profonidtà e specificare quindi tale punto come zero 
o un valore predefinito. 

2) Regolazione senza blocchetto di riscontro
Fissare il micrometro in posizione verticale con il lato della testa rivolto verso il basso (lato dell’asta di misurazione), e regolare poi la distanza 
fra le superfici di misurazione alla dimensione di riferimento. A questo punto, non bloccare l’asta di misurazione del micrometro. Inserire 
l’alesametro fra le superfici di misurazione del micrometro. Facendo oscillare verticalmente e orizzontalmente l’alesametro, regolarlo nel 
punto in cui l’asta di contatto rientra più in profonidtà e specificare quindi tale punto come zero o un valore predefinito. (Fig. 4-3)
Per questa operazione è necessaria una certa capacità, dato che non ci si può servire della forza centripeta della guida durante la regolazione 
del punto di riferimento con il micrometro. Per effettuare la regolazione del punto di riferimento è possibile utilizzare anche un blocchetto di 
riscontro, un campione di  lunghezza e un dispositivo di controllo del punto di riferimento dell’alesametro procedendo come nel caso di un 
micrometro esterno.

NOTA
• 	 Lo sporco sul campione di calibrazione può portare ad errori nella misurazione. Assicurarsi di pulire il campione di calibrazione prima di 

procedere alla regolazione del punto di riferimento.
• 	 Per installare / rimuovere l’incudine e la testina micrometrica, utilizzare unicamente la chiave fornita ad eccezione dei modelli che 

utilizzano il dado di supporto per fissare l’incudine.
• 	 Regolare il punto di riferimento sempre dopo aver impostato la dimensione di misura e prima di iniziare con la misurazione. Eseguire la 

regolazione del punto di riferimento il più spesso possibile, anche nel caso di misurazione continua.

4-4. Misurazione
1)	 Inserire l’alesametro nel pezzo da misurare. 
2) 	 Far oscillare verticalmente e orizzontalmente l’alesametro.  (Fig. 4-4)
3) 	 Leggere il valore misurato. Nel caso in cui si utilizzi un comparatore analogico come comparatore, leggere il valore massimo di scentratura 

del comparatore.
4)	 Confrontare il valore letto con le dimensioni di riferimento del misuratore per determinare il valore misurato.

NOTA
• 	 Lo sporco sull’oggetto da misurare può portare ad errori nella misurazione. Assicurarsi di pulire l’oggetto da misurare prima di 

procedere alla misurazione.
• 	 Inserire l’alesametro nel pezzo con il lato della punta di contatto / della guida per primo. Inserire poi la sua incudine spingendo la guida 

contro il pezzo.

5. Asta di prolunga (accessorio opzionale)
La profondità di misurazione si può estendere con l’asta di prolunga, al fine di misurare un foro profondo che non si riesce a misurare con 
l’alesametro standard (Disponibile solo per il modello standard, il modello compatto a gambo corto, modello dotato di testina micrometrica e 
modello a fori ciechi.)
Procedura per applicare l’asta di prolunga (figura 5)
1) Tenendo il tubo con la chiave fornita con l’asta di prolungamento, ruotare la testa in senso antiorario per rimuoverla.
2) 	 Avvitare l’asta di prolungamento nel tubo.
3） Avvitare la testina nell’asta di prolunga.

NOTA
• 	 Non applicare più aste di prolungamento.
• 	 Se si utilizza un’asta di prolunga di 500 mm o più lunga, effettuare la misurazione verticalmente.
• 	 Notare che, quando si misura usando un’asta di prolunga, la precisione di misurazione potrebbe peggiorare a causa della flessione 

dell’asta.
 Per ridurre l’effetto negativo sulla precisione di misurazione, si consiglia di effettuare la regolazione del punto di riferimento con il 

misuratore nelle stesse condizioni utilizzate per la misurazione.
• 	 Stringere la parte avvitata in modo che non si possa allentare. Se non è ben fissata, la rottura, l’imprecisione, il malfunzionamento o la 

caduta, potrebbero causarne la rottura.

6. Manutenzione, controllo, assistenza tecnica e riparazione
• 	Rimuovere le macchie esterne con un panno morbido e asciutto o un panno imbevuto di detergente neutro o alcol.
	 Non usare solventi organici (come diluenti o benzene) per le parti in resina.
• 	Se l’interno della testa è sporco, smontarla e pulire la parte interna. Nel caso di una testa con fori piccoli, pulirla immergendola nell’alcool 

perché non può essere smontata.
• 	Procedura per smontare la testa
	 Per smontare la testa, ruotare in senso antiorario la vite di fermo della guida o supporto dell’asta di contatto usando una pinza per anelli 

elastici disponibile in commercio o una chiave inglese. (Fig. 6)
Diametro del foro della vite di fermo della guida: φ1 mm per i modelli con intervallo di misurazione non superiore a 35 mm, o φ1,5 mm per 
gli altri modelli
Larghezza fra le 2 superfici sul supporto dell’asta di contatto: 4,2 mm

• 	Per i modelli con un intervallo di misurazione superiore a 160 mm, la guida è dotata di una sfera e di una molla di fermo rotazione integrate. 
Tenere presente che la sfera potrebbe saltar fuori quando si rimuove la guida.

NOTA
• Quando si installa di nuovo la testa, dopo la rimozione dal tubo, fissare in modo ben fermo la testa tenendo il tubo con una chiave che non 

graffi.
• 	Se l’alesametro non viene usato per molto tempo, pulirlo e applicare un olio anticorrosione, quindi conservalo in un luogo in cui non si formi 

alcuna condensa.
	 Quando si utilizza di nuovo questo strumento dopo un prolungato periodo di tempo, controllare la precisione e il funzionamento sia 

dell’alesametro che del comparatore.
• 	La prestazione di questo prodotto dipende in larga misura da come viene usato e conservato. Si consiglia di stabilire un periodo di 

ispezione nei propri documenti standard interni o altri documenti considerando la frequenza di utilizzo, l’ambiente, il tipo di conservazione e 
altri fattori. Ispezionare il prodotto ad intervalli regolari.

• 	Mitutoyo non garantisce la prestazione del prodotto se la riparazione viene effettuata da terzi.
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Bore Gage
Säkerhetsföreskrifter
Använd instrumentet i enlighet med anvisningarna och specifikationerna i denna bruksanvisning så att användarens säkerhet tryggas.

Ang. exportrestriktioner
Ni skall samtycka till att inte begå någon handling som på något sätt, direkt eller indirekt, strider mot japanska, eller lokala, lagar och 

bestämmelser såväl som andra internationella överenskommelser gällande export eller vidareexport av Mitutoyos produkter.

1. Operativa miljöer
VIKTIGT
• 	 Undvik att använda eller förvara detta instrument på platser där det utsätts för direkt solljus eller extremt höga eller låga temperaturer.
	 Användningsmiljö: Temperatur; 0 till 40°C, Luftfuktighet; 30 till 70 %
	 Förvaringsmiljö: Temperatur; -10 till 50°C, Luftfuktighet; 30 till 70 %
• 	 Undvik att använda instrumentet på en plats med betydande fluktuationer i temperatur. Kondens kan påverka prestandan negativt.
• 	 Använd instrumentet på plats med så lite damm, olja och oljedimma som möjligt.

2. Försiktighetsåtgärder vid användning
VIKTIGT
• 	 Slå inte på instrumentet eller låt den inte stöta emot något. Undvik även abrupt hantering av kontaktstiftet eller styrningen.
•	 Om denna produkt tappas av misstag, kontrollera riktigheten och driften.
•	 Utför tillräcklig termisk stabilisering av instrumentet där en mottagningstolk och ett föremål ska mätas innan start av mätning.
	 Använda instrumentet på en plats som är föremål för så lite termisk fluktuation som möjligt.
•	 Använd inte instrumentet när du håller i röret. Om periodisk kalibrering eller precisionsmätningar krävs, använd tjocka handskar för att 

minimera påverkan av din kroppstemperatur på avläsningen.
•	 Använd inte eller förvara instrumentet i direkt solljus eller i ett överdrivet varm eller kall miljö.
• 	 Efter användning ska man vara noga med att rengöra huvudenheten, mätanslaget, reservbrickor, etc., och behandla dem med korro-

sionsskyddsmedel. Om dessa delar inte rengörs tillräckligt noggrant, kan det försämra noggrannheten och driften av detta instrument.

INFORMATION
• 	 Indikator medföljer inte som standard i vissa modeller.
• 	 Använd inte indikatorer utrustade med gummibälgar, såsom indikatorklockor av vattentät typ.

3. Namn på delar
1. Spännhållare		 2. Hållare för klocka	 3. Grepp		  4. Rör (yttre cylinder)	 5. Huvud	

6. Stoppskruv styrning eller hållare för kontaktstift 7. Kontaktstift		  8. Styrdel		

9. Ersättningsbricka 10. Städ (Ersättningsstav)	 11. Supportmutter

* Modeller vars mätområde är 10 mm (0,4”) eller mindre inte har styrdelar.

4. Användning
Bore Gage är ett komparativt mätinstrument. Den här tolken kan inte fungera eller fungerar som ett mätinstrument om den används ensam. 
Vid användning av håltolk krävs en indikator såsom en indikatorklocka och en referenstolk såsom en ringtolk eller mikrometer.

4-1. Fästa indikatorklockan
1)	 Lossa klämhållarskruven och sätt i indikatorn i klockhållaren.
	 Sätt långsamt i indikatorn medan du avläser indikatorns värde och fäst sedan klämhållarskruven för att fixera indikatorn.
	 För att spänna klämhållarskruven ytterligare, vrid ett mynt eller liknande i skåran på skruvhuvudet.
2)	 Fäst skyddshöljet till mätarklockan (tillval på vissa modeller ) som krävs (Bild 4-1-1).
3)	 Om mätområdet är mer än 160 mm (6,5”), måste riktning på huvudenhetens styrdel ändras. För in styrdelen tills den kommer i kontakt med 

slutpunkten och rotera den sedan 90 ° medurs. När den släpps, återgår styrdelen till den ursprungliga positionen och mätning blir möjlig (Bild 
4-1-2).

INFORMATION
• 	 Före användning, kontrollera mäthuvudet och skruvarna efter ev. spel.
• 	 Ta inte bort, för in eller rotera indikatorn med klämman till klockan fäst. Detta kan skada produkten eller indikatorn.
• 	 Om indikatorfästhålet på klockhållaren av misstag har deformerats, korrigera felet genom att sätta i ett φ8 mm stift (för metriska 

specifikationer) eller ett φ9.53 mm stift (tum).
• 	 Om indikatorn, klockhållarens insida, klämhållarskruven osv. är förorenade kan det vara svårt att säkert fixera indikatorn. Se därför till 

att rengöra dem innan du fäster indikatorn.

4-2. Inställningar av dimension
Ställ in en dimension som ska mätas genom att fästa mätanslaget, reservbrickan och mätanslagets stöd eller genom att justera mikrometerhuvudet.
Intervallet för kontaktstiftet (S) och det effektiva mätintervallet (R) visas (fig. 4-2-1).
Om det centrala värdet för det effektiva mätintervallet R utses till Po så kallas längden från mätanslagets ände till Po för nominell storlek L.
Det rekommenderas att ställa in medelvärdet av hela mätningens toleransområde till L.
Till exempel, om mätningens dimension är 100±0,05, ställ in 100 till L. Om en uppmätt dimension är 100,5 +0,02/-0,08, är det lämpligt att 
ställa in L på 100.47. Eftersom andra modeller än den som är utrustad med mikrometerhuvud inte erbjuder inställning av L i enheter om 
0.01 mm så ska L ställas på 100.5, vilket är det inställbara värde som är närmast det centrala värdet.
• 	Dimensionsinställning med mätanslag, reservbricka och mätanslagets stöd

Välj ett mätanslag, en reservbricka och annat i enlighet med en uppmätt dimension och fäst dem sedan säkert för att förhindra spel. Om flera 
reservbrickor och stöd för mätanslag måste fästas, se till att antalet individuella komponenter hålls minimalt. (Fig. 4-2-2)

• 	Ställ in dimension genom att justera mikrometerhuvudet  
På en modell utrustad med mikrometerhuvud, ställ in en uppmätt dimension genom att justera mikrometerhuvudet. Om justeringsintervallet 
endast är otillräckligt med mikrometerhuvudet, använd ett stöd för mätanslag samtidigt. Efter justeringen, spänn mikrometerhuvudet. (Fig. 4-2-3)

4-3. Referenspunktsjustering
Referenstolken är nödvändig för referenspunktsjustering. 
• 	Referenspunktsjustering med inställningsring eller cylindertolk

Sätt i håltolken i en ringtolk eller cylindrisk mastertolk som referenstolk. För att ställa in en nollpunkt eller återställa fabriksvärdet, gunga 
håltolken lodrätt och vågrätt samtidigt som du justerar den tills kontaktstiftet är längst utskjutet. (För att göra detta, rotera urtavlan på en 
indikatorklocka eller utför återställning eller nollställning på en Digimatic indikator.)

• 	Referenspunktsjustering med utvändig mikrometer
1) Justering med passbit

Kläm åt ett passbit för att upprätta referensdimensionen mellan mikrometerns mätytor. Spänn mikrometern och dra sedan ut passbiten. Skjut 
in håltolken mellan mikrometerns mätytor. För att ställa in en nollpunkt eller återställa fabriksvärdet, gunga håltolken lodrätt och vågrätt 
samtidigt som du justerar den tills kontaktstiftet är längst utskjutet.

2) Justering utan ett passbit
	 Fixera mikrometern i vågrät orientering med huvudsidan (spindelsidan) nedåt och justera sedan avståndet mellan mätytorna och referensdi-

mensionen. Spänn inte mikrometerspindeln än. Skjut in håltolken mellan mikrometerns mätytor. För att ställa in en nollpunkt eller återställa 
fabriksvärdet, gunga håltolken lodrätt och vågrätt samtidigt som du justerar den tills kontaktstiftet är längst utskjutet. (Fig. 4-3) 
Viss färdighet krävs för denna funktion eftersom styrdelens centripetalkraft inte kan användas under referenspunktsjustering med mikrometer. 
Passbit,  Passbit, höjdmmätare och nolltestare för håltolk är också tillåtna för referenspunktsjustering på samma sätt som för en utvändig mikrometer.

INFORMATION
• 	 Smuts i mastertolken kan leda till fel i mätningen. Var noga med att rengöra mastertolken innan du utför referenspunktsjustering.
•	 Använd endast den medföljande nyckeln för att fästa/lossa mätanslaget och mikrometerhuvudet. Undantaget är modeller som använder 

supportmutter för fixering av mätanslag.
• 	 Utför alltid referenspunktsjustering efter inställning av mätningens dimension och innan mätning. Även vid kontinuerlig mätning ska 

referenspunktsjustering utföras så ofta som möjligt. 

4-4. Mätning
1)	 Skjut in håltolken i detaljen som ska mätas. 
2) 	 Gunga håltolken lodrätt och vågrätt. (Fig. 4-4)
3) 	 Avläs det uppmätta värdet. När du använder en indikatorklocka som indikator, avläs max. rundgångsvärde på indikatorn.
4) 	 Jämför det avlästa värdet med referenstolkens dimension för att bestämma mätvärdet.

INFORMATION
• 	 Smuts på föremålet som skall mätas kan leda till fel i mätningen. Var noga med att rengöra föremålet som skall mätas innan mätning.
• 	 Sätt först i kontaktpunkten/håltolkens styrningssida i en mätdetalj. Sätt sedan i mätanslagssidan samtidigt som du trycker på styrningen på 

detaljen.

5. Om förlängningsstaven (tillval)
Mätdjupet kan utökas med hjälp av förlängningsstaven för att mäta ett djupt hål som inte kan mätas med en standard Bore Gage (Endast tillgän-
gligt för standardmodellen, modellen med korta ben, modell utrustad med mikrometerhuvud och modellen med blindhål.)  
Förfarandet för fästande av förlängningsstav (Bild 5)
1) 	 Håll röret med medföljande nyckel via en förlängning och rotera huvudet moturs för att ta bort det.
2) 	 Skruva på förlängningen på röret.
3)	 Skruva fast huvudet i förlängningsstaven.

INFORMATION
• 	 Anslut inte flera förlängningar.
• 	 När du använder en förlängningsstav på 500 mm eller längre, utföra mätningarna vertikalt.
• 	 Observera att noggrannheten i mätningen vid användning av en förlängningsstav kan försämras av faktorer såsom böjning av staven. 
 För att minska effekten på mätnoggrannheten rekommenderar vi att man utgör referenspunktsjustering i samma orientering på tolkens 

som för mätningen.
• 	 Dra åt skruvdelen så att den inte kan lossna. Om den inte dras åt ordentligt, kan ett brott, funktionsstörning, eller en del lossna som 

kan orsaka en skada.

6. Underhåll, kontroll, service och reparation
• 	Torka av fläckar på utsidan med en mjuk torr trasa eller en trasa med ett neutralt rengöringsmedel eller alkohol. Använd inte andra organiska 

lösningsmedel (t.ex. thinner eller bensen) för icke metall delar.
• Om insidan av huvudet är förorenat, ta loss huvudet för att rengöra insidan. Huvudet på en modell med små hål ska dock rengöras genom 

fuktning med alkohol eftersom det inte kan demonteras.
• 	Procedur för demontering av huvudet
	 För att demontera huvudet, vrid stoppskruven för styrningen eller kontaktstiftets hållare moturs med en vanlig låsringstång eller skiftnyckel. (Fig. 6)

Stoppskruv styrning, håldiameter: φ1mm för modeller med mätområde på 35mm eller mindre, eller φ1.5mm för andra modeller
Bredd mellan 2 ytor på kontaktstifthållare: 4.2mm

• 	Styrningen har en inbyggd kula och fjäder för rotationsstopp på modeller med mätområde över 160mm (6.5”). Observera att kulan kan 
pressas ut när styrningen tas av.

INFORMATION
• 	När du sätter tillbaka huvudet efter demontering från röret, fäst huvudet stadigt samtidigt som du håller röret med en tång som inte 

skrapar.
•	 Om mätaren inte ska användas under en längre tid, rengör den med att applicera medel mot rostbildning och förvara den på en plats utan 

kondensation.
	 När man använder detta instrument på nytt efter ett längre uppehåll ska man kontrollera håltolken och indikatorn noga i fråga om exakthet 

och funktion.
•	 Prestandan för denna produkt bygger till stor del på användning och förvaringsförhållanden. Det rekommenderas att du föreskriver en kon-

trollperiod i dina interna standarder eller annat dokument med tanke på användningsfrekvensen, miljön, förvaringsmetod och andra element 
och med jämna mellanrum inspektera produkten.

• 	Mitutoyo garanterar inte för prestandan om en tredje part utför reparation på produkten.
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